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イケメン社長はぽっちゃりＯＬをご所望です！









［著］如月一花　

［画］南国ばなな
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　胃のむかつきが出社早々からあり、九重ここのえ実乃梨みのりはお腹を押さえていた。

　昨夜ひとり焼肉を堪能し、お酒も飲んだせいかもしれない。

　食べ放題だったせいで、たっぷり食べた挙げ句にビールまで呑んでしまった。

（三日連続。先週もたくさん食べて胸やけしたのに……。今度は気をつけようって、あれほど後悔しておいて……。体重がまた増える）

　ちらりとスカートを見れば、ファスナーがはちきれそうになっている。

　最近サイズアップしたばかりだというのに、もうこの有様だ。

　ううっと呻きそうになるのをやっとのことで堪え、慌てて手持ちの胃薬を飲みに給湯室に向かった。

　新井文房具に勤務して三年。

　生きる糧の為に好きなものを食べ、仕事に精を出し、営業部のために資料作りをする日々。

　部の人間からすぐに資料が出来て助かる、そんな程度には仕事が出来るようになっていた。しかし同時に成果が出ない時、失敗した時はストレスを感じることも増え、どうしても大好きな食べることでストレスを発散させてしまう。

「どうしたの、九重さん。顔色が悪いけど」

　廊下で出くわした同僚の八頭身美人、竹下たけしたが心配そうに実乃梨の顔を見つめてくる。

「食べすぎ」

「まったくもう。そろそろヤバいんじゃない？　身体に良い食べ方しないと、身体を壊すわよ？」

「そうなんだけど。昨日の焼肉、美味しくて」

「食べ過ぎないように考えなさいよ」

「竹下さんならどうする？」

「私？　私はお肉食べないもの」

「え……」

　実乃梨は目を丸くした。

　胃が一瞬痛みを忘れるほどの驚きを隠さず、じっと見つめると竹下は実乃梨を見下ろすように目を細めた。

「私、ヴィ―ガンだから」

「ヴィーガン？」

「動物を殺めた食材は食べない主義なの。化粧品も天然ものオンリー」

「ああ、はあ……。」

　お肉を食べないなんて、老後食べたくても食べられなくなった時に悔やんでも遅いのだ。

「……私、胃薬飲みに行きます」

「胃薬より、少し休みなさい。係長に言っとくから」

　竹下はきらきらした笑みを浮かべ実乃梨にハンカチを渡すと、ハイヒールをコツコツ鳴らしながら颯爽と去って行った。




　実乃梨はヴィーガンのことなどすぐに忘れて、会社の医務室に向かった。

　仕事に穴をあけるほど飲み食いするなんて、二十六歳にもなって恥ずかしい。

　でも実乃梨にとって食べることは楽しみであると同時にストレス発散でもある。

　そんなことの繰り返しだから、痩せるどころかたぷんとしたお腹と太い足、そしてふくふくとした二の腕が育ってしまった。

　医務室のある二階までエレベーターで降り、廊下の奥まで進む。そしてドアをノックするが返事はなかった。

　仕方なく勝手に入ってベッドに寝ころがる。しかし横になったら、食べたものが逆流するようにムカムカしてきて、持ってきていた胃薬を飲むため慌ててベッドから起き上がった。

　部屋の中にある備え付けの水道の蛇口をひねり、適当にコップを借りて水をもらうと、粉薬を口に流し込む。するといくらか楽になったような気がする。

　そのまま寝ていればそのうち仕事に戻れると思い、ベッドに戻ろうとしたときだった。

　実乃梨の背後でドアが開く音がした。

「あれ、誰もいないと思ったんだけどな」

　綺麗に撫でつけられた黒髪を掻きながらそう呟いた男を見て、実乃梨は思わず、あっ、と小さく声を漏らしてしまった。　

　切れ長の黒い瞳を眠たげに細めて医務室に入ってきたのは、速水はやみ尊たける。実乃梨の勤める新井文房具の社長だ。

　速水は、空になったコップを手にしたまま固まっている実乃梨に気づくと、近寄ってきた。

「具合が悪いのか？」

「胃がちょっと。でも、少し眠れば治るので平気です」

　速水と会話らしい会話を交わすのは、これが初めてだった。こうして直に顔を見たことさえ、数えるほどしか無い。

　営業部に三年いるが、しがない事務員である実乃梨が、直接言葉を交わしたことさえない相手である社長の顔を覚えていて、なおかつ瞬時に思い出すことができたのは、実乃梨の愛社精神の現れ、などではない。速水は有名人なのだ。

　彼はスピード出世で副社長に就任した。子供のいなかった前社長の甥っ子であり、血縁者だからだが、実力も兼ね備えている。就任以降、ヒット商品を開発することに力を入れ、保守的な前社長とは違い、そのおかげで売り上げも倍増という勢いだ。

　若いエリート社長。しかもモデルのようなスタイルをしたイケメンとくれば、女性社員が黙っている訳がない。

　周囲の女性社員が熱っぽく語る彼への賛辞や下世話な噂話は、意識せずとも実乃梨の耳にも入っていた。

　他の女性社員ならこの偶然の遭遇に歓喜するのかもしれないが、あいにく実乃梨は速水に対してなんの興味もない。実乃梨にとっては、ただの社長だ。

　美味しいお肉を食べさせてくれる懐深い社長ならまだしも、手の届かない相手に妄想を膨らませても意味はない。

　しかも、普段は関わることのない相手に緊張して、余計に胃が痛くなってくる。

「本当に大丈夫か？　顔色、悪いぞ」

「すみません……。少し寝かせていただきます」

　本当はさっさとこの空間から出ていきたかったけれど、身体はもう限界だった。社長に対して失礼にあたるんじゃないか、なんて考えも脳裏をよぎったが、そんなことも言っていられない。倒れ込むようにしてベッドに横になった。

　実乃梨が横になると、なぜか速水がベッドサイドの椅子に腰を下ろした。まさか、付き添ってくれるつもりなのだろうか。驚きのまま速水に視線を送ると、彼は両手でそっと、実乃梨の手を握った。

　咄嗟に手を払いのけようとしかけたが、速水が社長であることを思い出して固まった。代わりに目を閉じて堪えていると、触れられているところからじわりと嫌な感覚がしてきた。

　結局実乃梨は、耐えきれずに速水の手を払いのけてしまった。

「な、なんでしょうか」

「やっぱり、手触りいいな」

「手触り……。私の手、ですか？」

「そう。分厚くて、ふにふにしていて……」

　そう言いながら、速水はもう一度実乃梨の手を握ると、ふにふにと揉み始めた。止める気配がない。

　それどころか、触り心地をゆっくりと確かめているように感じる。

「あの……社長？」

「この触り心地、肉球にも似ているかもしれない。少しこのまま触っていてもいいか？」

　いいわけがない。離してください、と言いたかったけれど、声が出なかった。社長相手に拒絶を示すことがためらわれたのか、体調不良のせいか。

　何とも答えない実乃梨の反応を同意と取ったのか、速水は実乃梨の手をやさしく揉みながら語りだした。

「最近俺、不眠症気味でね。……あんまり、眠れていないんだ」

「……はぁ」

　実乃梨は、今は彼の相手をするしかなさそうだと、半ばやけくそな気分で曖昧に相槌を打った。

「仕事が忙しい、ってのはもちろんだけど、それに加えて、元カノたちの結婚式に一月で三度も呼ばれたり、その結婚式で元カノの夫が俺の親友だったり……。色々と悩ましい事情があってさ」

「……はあ」

（身から出た錆、なのかな。社長って女性に手を出すの早いって噂だもんね）

　実乃梨は女性社員たちの言葉を思い出した。いつかの昼休憩、実乃梨の課の女性社員たちが「速水社長になら遊ばれてもいい！　むしろ遊んでほしい」そんなことを言っていた。

　噂が本当ならば自業自得と言えるのかも知れないが、辛そうに自分なんかの手をいじるその姿を見ていたら、実乃梨はなんだか、彼が可哀そうに思えてきた。余程弱っているのだろう。

「元カノに未練があるわけじゃないんだよ。だけど、まさか自分の親友が彼女の旦那になるなんて……。信じていた人に裏切られるのは、やっぱり辛い。……ねえ、君。名前は？」

「九重実乃梨です。営業課に三年います」

「ふーん。普段はデスクワークかな？」

　そう言いながら、速水はおもむろに実乃梨の眠るベッドに潜り込んできた。

「えっ！」

　突然のことに困惑しながらも、実乃梨は慌てて身を起こそうとした。しかし速水の腕が伸びてきて、やんわりと肩を押さえられてしまった。

　いくら女性に手が早いとはいえ、まさか社内でセクハラするような社長だったなんて。

　信じられない思いで身体を強張らせていると、

「お願いがあるんだけど」

　背後から抱きすくめられる格好で、耳元に囁かれた。唇が触れてしまいそうなほど近くに、速水の顔があった。

「は、はい……」

「ライナスの毛布って知ってる？」

「いいえ……」

「専用の毛布がないと、絶対に眠れないっていう子供のころのこだわり、みたいなものかな？　俺の場合は抱き枕なんだ。詳しくはわからないんだけど、俺もそうでね。傍に女性がいないと眠れないんだよ」

　むぎゅっと強く抱きしめられ、声をあげそうになるのを咄嗟に堪えた。

　この状況は完全にセクハラだ。どうやら彼は、噂以上の男だったようだ。　

　実乃梨は緊張に渇く喉を必死に震わせ、やっとの思いで声を上げた。

「放してください」

「そうしたいんだけど……俺、もう我慢できそうにないや……」

「えっ？　いや……困りますっ」

　ぎゅううっと強い力で抱きしめられて、胸が跳ね上がる。

　実乃梨は処女だ。男性から抱きしめられた経験もない。

　定年間近のおじさんから二の腕を弄り回されることはあるが、男性相手の本格的なスキンシップなんて初めてだ。いよいよ恐怖が襲ってきて、身体が震えた。

「は、放してください！」

　そう強く言った時だった。

　スースーと、かすかな呼吸が聞こえてきた。それはまるで、寝息のように聞こえた。

「え……ちょっと、あの……」

　慌てて身を捩ってみたが、背後から回された腕が重くて、身動きが取れない。かろうじて動く首を回すと、実乃梨の頬に速水の吐息がかかった。

「……寝ちゃった、の？」

　狸寝入りではないかと疑ってみたが、どうやら本当に寝ているらしい。規則正しい寝息が頬を掠め、くすぐったくてたまらない。

　しかも速水の片手は実乃梨のお腹の辺りに添えられていて、その指先は時折、お腹のお肉を揉むように動いた。くすぐったさともどかしさで、甘えたような声をあげそうになる。

　一体どういうつもりなのだろうか。これは本当にセクハラなのだろうか。頭の中にはそんな疑問が渦巻いていた。

　普通、付き合ってもいない男女がこうして、一つベッドで寝ることなんてありえないはずだ。ならばこの状況はやはりセクハラということになる。声を上げて人を呼ぶべきだ。

　しかしすぐさま、いや待てよ、と別の考えも浮かんできた。

　そう感じるのは実乃梨が男性と付き合った経験がないからであって、世間の男女にとってはこれも普通のことなのかもしれない。

　それに実乃梨がセクハラされたと騒ぎ立ててみたところで、周囲はどういう反応をするだろう。「おデブにセクハラなんて誰がするんだ」そんな冷ややかな目を向けられはしないだろうか？

　静かな医務室に聞こえる速水の寝息は穏やかで、意識しているのは実乃梨だけだと思い知らされる。一人、緊張に胸を高鳴らせている自分が滑稽に思えて、実乃梨は大きくため息を吐いた。　

（ひどい。私がおデブだから、バカにしてる。社長だからって、何してもいいわけじゃないんだからっ）

　速水の腕にしっかり捕まっているため、彼が起きない限り仕事に戻ることもできそうにない。実乃梨はどうにでもなれ、という心地で目を閉じた。




　四十分後。三十分もすれば起きるだろうと期待していたのだが、速水が起きる気配はない。

　さすがにそろそろ仕事に戻らなければ周りに迷惑がかかると思い、実乃梨は意を決してそっと起き上がった。

　肩に回された腕を外そうとしたところで、速水がううん、と小さく唸った。起こしてしまっただろうか。慌てて目を向けると、速水の眠たげな目と目が合う。

　整えられていた髪が少し乱れて、額に落ちかかっていた。さっきまでの凛々しさから一転、その気だるげな色気に実乃梨は思わず、ドキリとしてしまった。

「あ、おはようございます」

　胸の高鳴りをごまかすように咄嗟に、挨拶をしてしまった。速水は状況が飲み込めていないのか、わずかに眉根にシワを寄せた後、おざなりに手ぐしで髪を整えた。

「あの、私、そろそろ行かないと……」

　早くこの場から逃げ出したい。その一心で慌ただしくベッドから立ち上がった実乃梨の背に、速水の声がかけられた。

「ねぇ、正式な提案なんだけど」

「……なんですか？」

「俺の抱き枕になってくれないか」

「抱き枕……？」

　耳を疑うあまりその言葉を繰り返してみたが、どうやら聞き間違いではないらしい。速水は至極真剣な表情のまま「そう、抱き枕」と肯定した。










２











　医務室での出来事のせいで仕事が手に付かない。考えないようにしようとしても、彼の懇願する表情が頭から離れないのだ。

　これじゃいけない、仕事をしないと！　と強引に掻き消そうと頑張ってみても、今度は手に触れられていた感触が蘇る。

　ふにふに、ふにふに。

　今までの人生、仕事と食べることがすべてだった実乃梨は、同じ課のおじさん社員によるセクハラまがいのスキンシップ以外に、異性から触れられた経験がない。

　もちろん、医務室での速水の行動をセクハラでないとは言い切れない。だが、あの縋るような目と黒いクマは、彼の「不眠症解消のために、抱き枕になってほしい」という言葉が真実であると物語っているように、実乃梨には思えた。

　しかし、女性なら選り取り見取りだろう彼が、よりによって〝自分〟を求めていることが、実乃梨には何度考えても信じられない。

「ねぇ、大丈夫？　顔、赤いわよ」

　ぼーっとしてしまっていた実乃梨は、隣の席の竹下の声で我に返った。

「あ、大丈夫！　ちょっと熱でもあるのかも」

「だったらまだ、医務室で寝てなきゃ」

「だ、だめっ！」

　まだ医務室には速水がいる。今頃、気持ちよく眠っているにちがいない。

「だめって…何がよ？」

　竹下の目が、訝しむように細められた。

「いや……さっき、随分長く休んじゃったし……仕事しないとだめだなって」

「そう。でも、無理はしない方が良いわよ」

　気遣うようにそれだけ言ってパソコンへ向き直る竹下を見届けてから、実乃梨はそっと、肩の力を抜いた。なんとか誤魔化せたようだ。　
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　遡ること、三十分前――。

「抱き枕……とは……？」

「今みたいに、俺と一緒に寝てくれれば良い。それだけだよ」

　〝俺の抱き枕になってくれないか〟そんな突拍子もない提案に驚く実乃梨に対し、速水はケロリとして言いのけた。

　社長と社員、という間柄とは言え、こうして会話をすることさえ初めてだということを、彼は理解しているのだろうか。

　女性の扱いどころか、もはや人間扱いさえもされていないということか。怒るべきところなのかもしれないが、実乃梨はなぜか納得してしまった。

（やっぱりセクハラじゃなかったんだ。そうよね、どうせセクハラするなら、私みたいなおデブじゃなくて、もっときれいな人を選ぶはずよ）

　うんうんと心のなかで頷いて、実乃梨はにこりと笑顔を作った。

「すみません、できません」

　冗談じゃない。速水からすれば抱き枕でも、実乃梨は人間だ。感情がある。まだ男性経験だって無いのに、恋人でもない男性と添い寝するなんて考えられない。

「……どうして？　俺には君が必要だ」

　速水の手が、実乃梨の手首を掴んだ。

「君はただ、俺の腕に抱かれていればいいんだ」

「そんなこと言われても……」

「君の嫌がることはしない。本当だ。抱きしめる、ただそれだけだよ。それ以上のことは望まない。ただ、君のその身体に触れていたいだけなんだ」

　形の良い眉を下げ、必死に言い募られる。今にも頭を下げてきそうだった。

　きれいな顔をした男性、しかも社長に懇願されるなんて、信じられない。動揺してしまった実乃梨は、速水に押し切られる形でもう一度、ベッドに腰を下ろした。

「頼むよ……」

「……それ、私じゃなくたっていいですよね。速水社長なら、いくらでもお相手が……」

「君じゃなきゃだめなんだ」

　実乃梨の言葉を遮った速水の声は真剣だった。まるで、彼が実乃梨のことを心の底から求めているかのように。実乃梨は胸が、ぎゅっと苦しくなった。

　しかし速水の次の言葉で、実乃梨はすぐさま現実に引き戻された。

「九重さんのように、肉感的な女性じゃないと意味がないんだ」

「肉感的……」

「そう。細い身体にはもう興味はないんだ。今の俺には、柔らかくてぷにぷにした、九重さんのような身体が必要なんだ」

　ひどい。実乃梨は素直にそう思った。今度こそ怒るべきだろう。そうは思うのにいまいち怒れないのは、速水の態度が真剣そのものだからだ。

　実乃梨の両肩を掴む速水の手に力がこもる。長いまつげに縁取られた、薄茶色の瞳がまっすぐに実乃梨だけを見つめていた。

「だから、頼む……俺の、抱き枕になってくれ」

　実乃梨は複雑な気持ちになった。　

　彼女は生まれつきふくよかだったわけではない。小学校を卒業するくらいまでは普通の体型をしていたが、高校に入学したあたりから、食べることが楽しくて美味しくて、好きなだけ食べていた。するとむくむくと太っていき、そして実乃梨は今の立派な体型にまで成長してしまった。でも、食べることを我慢してまでダイエットをしたいとは思わなかった。

　確かに、太っていることで嫌な思いをすることはある。小馬鹿にしたような視線を向けてくる男性に出会えば傷つくし、気に入った洋服があってもサイズが合わず、泣く泣く断念することもある。それでもダイエットをしようと思わないのは、実乃梨にとって食べることが、それだけ大切なことだからだ。

　食べたいものを食べたいときに好きなように食べているのだから、それで太っても自業自得だ。それは事実だから、笑われても仕方がない。

　でもその代わり、「太っている」ことを理由に何かを諦めることはしないと、実乃梨は決めていた。

　太っていてもオシャレはできる。しっかりとメイクをして、ヘアスタイルを整えて、体型を活かした服を選んだ。

　動作にだって気を配っている。「デブだから動きが鈍い」なんて言われないように、意識してキビキビと動いた。仕事だって人一倍努力している。

　食べたいから働いているわけでもあるが、周りからきちんと認められたいからでもある。

　太っているという事実がマイナスに作用することは多いが、実乃梨にとって太っていることはただの個性であり、コンプレックスでも恥でもなかった。

　けれど実乃梨がどんなに努力をしたところで、世間一般の目は太った女性に対して冷ややかであることが多い。自分以外の人間から、太っていることをこんなにも力強く肯定されたのは、これが初めてだった。

　過去に、「美味しそうに食べ物を頬張る姿が可愛い」「実乃梨は今のままが可愛い」「自分らしさを大切にできる実乃梨が好きだよ」くらいの言葉は言われたことがある。相手は高校時代のクラスメイトの男の子だった。

　当時実乃梨は、彼に恋愛に近い感情を抱いていたのだけれど、結局実乃梨と彼が友達以上の関係になることはなかった。

　今となっては、彼がどんな意図を持ってその言葉を実乃梨にくれたのかはわからないが、彼のあの言葉があったからこそ、実乃梨は今も自信をもって「実乃梨らしく」あり続けられるのだ。

　どうして今、こんな昔話を思い出してしまったのだろう。実乃梨のふくよかな身体を真剣に肯定する速水の姿に、同級生の面影を見たのだろうか。　

　とはいえ速水が肯定しているのは、睡眠の為の抱き枕としての実乃梨であって、人間の女性としてではないのだが。

「それ、本当に私じゃないとダメですか？」

「今日、三日ぶりに眠った。家に連れ帰りたいくらいなんだ」

　速水が懇願するように言うので慌ててしまう。

　彼の堂々とした姿は見たことがあるが、こんなオロオロした様子は初めて見た。

　そのせいで、余計にどうしたらいいのか分からない。

「そんなこと言われても」

「じゃあ、仕事が終わった後、自分の足で俺の家に来てくれる？」

「もっと無理ですよ」

「なにもしない。俺は眠りたいだけだって。言ったろ？　ライナスの毛布の話」

「そうですけど」

　思わず頭を抱えそうになる。

　昔、弟が毛布がないと眠れなくて、しかも、お気に入りの毛布じゃないと絶対に寝ないと泣きじゃくったことがあった。

　旅行に行くにも、大判のぼろぼろの毛布を持ち歩き、継ぎ接ぎしてはなんとか使っていた。

　弟がその毛布から卒業したのは、幼稚園を卒業したころだ。

　だから、その話なら知らないわけじゃない。

　でも、人間が安眠効果のための抱き枕の代わりだなんて馬鹿げている。

「頼む。この柔らかい感触、くせになりそうだ」

　ふにっと二の腕を弄られて、声をあげた。

「やめてください！」

「頼むよ。今夜から俺の部屋に来て、しばらく一緒に寝て？」

「寝てって……簡単に言いますけど」

「何もしないって。それとも、期待してる？」

「期待なんてしてません！　じゃあ……今夜だけですよ？」

　売り言葉に買い言葉で、引き受けてしまった。

　しかし、それではフェアじゃないことに気が付いて、速水へと向き直る。

「あの、今日は美味しいステーキ食べさせてください！」

「いいよ。交換条件ってわけね。他に希望はない？」

「じゃあ、高くて美味しいステーキが良いですっ！」

「分かった。予約しておくから」

　速水は楽しそうにクックと喉の奥で笑って、スマホを取り出した。

　そうして名刺を一枚、実乃梨によこしてきた。

「名刺に、会社の連絡先が書いてある。メッセージアプリのアカウントも教えとくから。スマホ、今持ってる？」

　慌てて探したが、デスクの上だと気が付いて、首を振った。

「すみません。スマホ、デスクの上で」

「じゃあ、後で俺に社内メールくれる？」

　速水のにこやかな笑みに、実乃梨の胸が鳴った。

　少し眠ったせいか、速水の笑顔はきらきらとした輝きが増したように思えた。

「連絡待ってるから。俺は、もう少しだけ寝ていく。今夜はよろしくね」

　思わず頭を下げてしまってから、はっと我に返った。

（抱き枕としてよろしく、って意味だった。頭下げてる場合じゃない）

　慌てて頭を上げたが、速水はもう既に、毛布を頭から被って横になってしまっていた。

　実乃梨はパーテーションを静かに締め、医務室を後にした。





＊　＊　＊






（押し切られる形で承諾しちゃったけど……良かったのかな）

　医務室でのやりとりを反芻していた実乃梨は、早くも後悔し始めていた。やはり恋人でもない男性と添い寝するなんて、間違っているのではないか。

（でも……高くて美味しいステーキが食べられるし……）

　相手は社長だ。実乃梨だけでは足を踏み入れることさえ躊躇してしまうような高級店へ連れて行ってもらえるかもしれない。

　分厚いステーキから溢れ出す肉汁を思い描いたその時。実乃梨のお腹が盛大にぐぅと鳴った。

「やだ、もうお腹すいたの？」

「いや……だって、もうすぐお昼ですし」

　気恥ずかしさに苦笑しつつ言い訳めいたことを返す。

「昨日食べ過ぎたって、後悔してたばかりなのに」

　竹下はそう言って、実乃梨のデスクに何かをおいた。

「何？」

「ナッツよ。暴飲暴食ばかりしているから、そういうことになるの。今日の昼はナッツだけにしなさいっ」

「えええ！」

「いい加減、自分の食生活見直さないと、病気になるって気が付きなさいよっ」

　強めの口調で言って、竹下はデスクに置いたナッツの小袋を実乃梨に向けてずい、と突き出してきた。実乃梨は仕方無しにそれを受け取りつつ、

「……おせっかいです……」

　と、竹下には聞こえないように小声で反論した。

　昼食がナッツだけ、だなんて耐えられない。

　しかも手渡されたナッツは小腹がすいた時の間食用なのか、実乃梨の手のひらに収まってしまう小さなサイズのものだった。せめてもう少し大入りタイプのものであれば……と思いつつ、ナッツを仕舞うためデスクの引き出しを開けた。

　すると、引き出しにはすでにナッツが入っていた。しかも、実乃梨が思い描いていた大入りタイプのものだ。

「どうせ、子袋のナッツなんて食べないと思って。実乃梨でも満足できそうな大入りパックも、引き出しに入れといたから」

　勝ち誇ったように言って、「太ってると身体に悪いわよ？」と小首をかしげてみせる竹下に、流石の実乃梨も少しだけムッとした。

「そうかもしれないですけど。私はこれで良いんです！」

　大袋の上に子袋を置いて、さっさと引き出しを閉めると、竹下の有難迷惑にため息を吐いた。

　竹下のことは嫌いじゃない。

　生まれついてのスタイルの良さはもちろん、それを維持しつつさらに美しくなるための努力を惜しまない彼女の姿勢は尊敬している。

　仕事も熱心だし、彼氏がころころ変わるということもなく、一途に大学時代からの彼氏とお付き合いしていると聞いた。

　実乃梨に対する言動も、意地悪ではなく本当に心配して言ってくれているのは分かる。でも、実乃梨は現状のままで十分に幸せなのだ。

　気を抜くと速水のことを考えてしまいそうになる自分に鞭打って、係長に頼まれていた資料作りに専念する。

　営業補佐の実乃梨は、自身の仕事で直接売上を作ることはできない。営業担当者がやる気を出したり、成績を残したりする手助けをすることで、自分ではどうにもできないことを彼らに頑張ってもらわないといけない。

　だから、営業成績が落ちている人にはより詳細な資料を作成して営業活動を補佐したり、大口案件を手掛けている人には、手薄になりがちな部分を積極的に手伝ったりして、彼らの力となれるよう努めている。

　新井文房具で働く実乃梨にとっては、会社の傾きこそが死活問題だからだ。衣食住のうちの、実乃梨にとって最も大切な食の部分が保証されない生活なんてまっぴらごめんだし、何よりこの会社が好きだから、自分にできることは精一杯やりたいと思っていた。

　できたての資料にもう一度目を通し、抜けがないことを確認してから、係長へと手渡す。

「ありがとう。それから、こっちの資料作りも頼むよ」

「あれ？　これ、つい先日作成したばかりじゃ……」

「うん。最近また売り上げが伸びてね。大幅なデータ更新があったから」

　二度手間になって悪いね、と苦笑いする係長に、「売上が伸びることはいいことですから」と微笑んでみせる。

「うちだけじゃない。速水社長に代わってから、他の部署も売上がどんどん伸びてるよ」

　予期せず速水の名前を耳にして、どきりと胸が跳ねた。

「そっ……そうですか」

「嬉しくないのか？　売り上げアップは給料アップだぞ？」

　言われて、不自然な態度をとってしまったことに慌てふためく。ぎこちない笑みを作って「やった。さすが！」と適当なことを言った。

　係長の訝しい眼差しを感じながら逃げるように退散すると、席に座る頃にはどっと疲れてしまった。

　今までは意識していなかったから気が付かなかっただけで、女子社員の噂話だけでなく、実乃梨の生活のそこかしこに「速水社長」の話題は転がっている。

　せっかく忘れかけていたのに、医務室でのことをまた思い出してしまう。

　昼食を取り終えた実乃梨は、午後の業務が始まると共に資料室に向かった。

　昼食はもちろんナッツ、ではない。社員食堂で日替わりランチ定食の大盛りを食べた。

　今日のメニューは鶏の唐揚げだった。

　やはり食は大切だ。美味しいものを好きなだけ食べた後の仕事はやる気に満ちて、効率的に進めることができる。

　実乃梨は鼻歌を歌いださんばかりの上機嫌で、過去の売り上げデータから比較的売れ行きのいい新商品の系統を洗い出す作業に勤しんだ。

　仕事に没頭するあまり「抱き枕のお仕事』のことなどすっかり頭から抜け落ちてしまっていたが、資料室から必要なデータを探し出し、自分のデスクに戻ったところで、速水からメールが来ていることに気がついた。

　瞬間、医務室でのやり取りが一気に思い起こされ、さぁっと血の気が引く。読みたくないけれど無視するわけにもいかず、実乃梨はメールを開いた。





九重実乃梨さま




お疲れ様です。

忙しくしているみたいだから、こっちから送ってしまいました。

シャトーブリアンが美味しい店があるので予約しておきます。

店の場所は添付しておくから、現地集合でいいかな？

じゃあ、今日からよろしく。





速水








　どうやら速水は実乃梨からのメールを待ちくたびれて、社員名簿で実乃梨のメールアドレスを探し出したようだ。実乃梨という抱き枕の確保に、よほど必死なのだろう。

　多忙極める社長ともあろう人が、こんな行動を取るなんて、と実乃梨は追い詰められたような心地だった。

　文末の「今日からよろしく」が引っかかる。「今日だけ」という条件で承諾したはずなのに、あえて「今日から」と記された速水の文面からは、彼が明日以降も実乃梨の協力が継続すると思っていることが読み取れた。

　一瞬身震いしながらも、実乃梨は簡潔な内容を送ることにする。





速水さま




それでお願いします。

ありがとうございます。





九重








　これで問題ないと思いつつ、肝心かなめの「人間抱き枕は今日限定」という釘を差すことを忘れてしまった。

　しかも、癖でお礼まで書き添えてしまった。

　もう、なるようになれだ。実乃梨は高級ステーキのためだと自分に言い聞かせ、再び頭を仕事モードに切り替えた。










３











　速水の指定した店は、会社から二駅ほど離れたところにある繁華街にあった。

　実乃梨は知らない店だったが、電車に揺られながら検索してみた所、社長が通うにふさわしい高級店のようだった。緊張しつつ駅から徒歩５分ほどだという店に向かうと、すぐにそれらしき建物が見えてきた。

　すると、店の前にある駐車場に停車していた車から、速水が降りてきた。実乃梨の到着を待っていたのだろう。実乃梨に向け、嬉しそうに眦を下げて軽く手を振ってきた。

「お疲れ。来てくれてありがとう」

「いえ…わざわざ予約していただいて、ありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げると、速水はふふ、と小さく笑った。

「九重さんって、オシャレだね」

「いきなりなんですか？」

　突然の褒め言葉に面食らった実乃梨怪訝な顔を向けると、速水はにこりと微笑んだ。

「さっき会ったときは制服を着ていたから気づかなかったけど、私服可愛いよ。似合ってる」

「……ありがとうございます」

　甘い言葉ときれいな笑み顔に、口説かれていると勘違いしそうになる。実乃梨は火照る頬を隠すようにそっぽを向きながら呟いた。

「お世辞言っても、人間抱き枕は今日だけ、ですよ」

「違うよ、そんなつもりじゃなくて。なんていうのかな……九重さんって、体型に対して卑屈じゃないなって思っただけだよ」

　普段から、オシャレに手抜きはしないように気をつけている。仕事後に予定のない日だって、頭の天辺からつま先まで。しっかりとコーディネイトして家を出るようにしている。

　実乃梨は今日、上下黒のシックなコーディネイトだった。モノトーンチェックの膝丈スカートに、黒いノースリーブのゆったりとしたシルエットのカットソー。袖にはフリルがあしらわれている。

　実乃梨のような体型であればノースリーブは避けるのが一般的かもしれないが、実乃梨は気にしなかった。周囲の目よりも、スカートに会うコーディネイトを優先した。オシャレをすること自体が好きなのだ。

「そうですね……だって、これが私ですし」

「うん、そうなんだけどね。でも、自分を大切にするって、結構難しいんだよ。だから九重さん、すごいと思う。すごく可愛いよ」

　実乃梨はいよいよ赤面してしまった。

　速水の言葉はストレートで、だからこそ実乃梨は、彼は自分を理解してくれているのだと感じた。

「は、速水さん！　早くお店に入りましょう？」

　照れ隠しに声を張ると、速水は「承知しました、お嬢様」と冗談めかして言って、執事のような仕草で実乃梨を建物へと促した。

　身体にフィットした、いかにも高級そうなグレーの細見スーツを着こなした彼は、執事と言うより王子様だ。ここに鏡がなくてよかった、と実乃梨は思った。彼の隣に並ぶ自分は、さぞ不釣り合いに違いない、と。

「まずはお肉を食べないとね」

「そうです。人間抱き枕になるには、対価が必要ですからねっ」

「こんなものでよければ、いくらでも。むしろ、たっぷり食べてもらわないと」

　そんな軽口をたたく速水にエスコートされ、ビルの最上階に上った。

　黒を基調としたシックな外観は、ステーキ屋というよりバーのような雰囲気だった。首をかしげる実乃梨の前に立った速水が店に入ると、中から嬉しそうな声が掛けられた。

「速水さん、いらっしゃい」

　速水に負けず劣らずな整った顔立ちの男性は、どうやらここの店主らしい。胸に光るネームプレートに「店長」と記されていた。

　速水に向けににこやかな笑みを向けていた彼の視線が、流れるに自然に実乃梨を捉えた。視線がかち合った瞬間、にこりと微笑み会釈された。

「今日はまた違う彼女だね」

「この人は彼女じゃないんだ」

「そう。モテる男は忙しいね」

「そうでもないよ。じゃあ、お願いしてた肉、焼いてくれる？」

　ひどく明け透けな会話に驚く実乃梨になど目もくれず、速水は店の奥へと進んでいく。実乃梨も慌てて後を追う。

　席に通され座ると、すぐさま目の前に分厚い肉が用意される。

　厚さ三センチ以上はあるだろう圧巻の存在感にくらりとしながら、実乃梨は肉が焼かれていく様子に見入った。

「これ、食べていいんですよね？」

「いいよ。だって大切な俺の抱き枕だからね」

「抱き枕、がんばります！」

　実乃梨は勢いで言っていた。

　ミディアムレアに焼かれた肉が、実乃梨の前に出される。

　塩を付けて食べると、口の中でとろとろに溶けていった。

「美味しい！」

「いくらでも食べて。いっぱいあるから」

　一瞬、実乃梨は戸惑った。

　実乃梨の食欲は沼のように深い。今食べている一枚が一人前だとすれば、実乃梨はこんなものでは足りない。この底知れない食欲を満たす為には、一体何人前の肉を平らげることになるのだろう。いくら速水が社長とはいえ、そこまで甘えていいわけがない。

「あの、そんなに甘えるわけにはいきません」

「じゃあ、俺からのお願いなら？」

「お願い……」

「いっぱい食べてもらった方が、俺は嬉しい。だってマシュマロみたいな方が、抱き枕として最高だろ？」

（マシュマロ……。ものは言いようだわ）

　結局実乃梨は速水に言われるまま、食べたいように食べ、美味しい肉で食欲を満たした。

　食べ続ける実乃梨を眺める速水は幸せそうで、その暖かな視線が少し不思議だったが、気にせず全てを平らげた。

「ごちそうさまでした！」

「白いご飯はいる？」

「もういりません。さっきもいただきましたから」

「〆にラーメン食べようか？」

「もうお腹がいっぱいで」

「そう。じゃあ、部屋に行こうか」

「あ、そう、ですね」

　現実に引き戻されて、はっとする。

　実乃梨は美味しいお肉をただ食いする為に来たわけじゃなく、人間抱き枕になる為に美味しいお肉をごちそうされているのだ。

　口を拭い、紙エプロンを取って立ち上がると速水は早々に会計を済ませて店を出た。

　停めてある駐車場まで歩いていくと、心臓が鳴り始める。

　男の人とふたりきりで車に乗るのは初めてだ。

　見るからに高級そうな黒いＳＵＶ。実乃梨は速水が開けてくれた助手席に乗り込んだ。革の匂いがする車内でソワソワしていると、運転席のドアが空いて速水が乗り込んできた。実乃梨は思わず、身を竦ませた。

「じゃあ、後はお風呂に入って寝るだけだ」

「そうですね」

「先にお風呂に入ってもらって、ベッドにスタンバイしてもらって」

「スタンバイ……？」

「そう。緊張ほぐしたり、先に寝ててもいいから」

「ええと、はい。出来るだけ」

（下心は多分……ないと思う）

　色々考えても遅いと実乃梨は自身に言い聞かせる。

　すると車は動きだして住宅街に向かった。

　都内でも一等地とされているところに向かうと、大きな塀が見えてくる。

　車が一時停止すると、門が開いた。見えてきたのは、２階建ての大きな一軒家。

「ここですか？」

「そう。」

　車が駐車スペースに停まると、速水に続いて車外に出た。

　夜の暗がりでも新築であろうことが分かる真新しい壁。実乃梨は思わず感嘆の声を上げた

「すごい……ここに、お一人で？」

「そう。実は……前の彼女にプロポーズをするつもりで建てちゃってね」

「えっ……それで、まさか……」

　実乃梨は言い淀んだ。結婚するつもりで建てた豪華な一軒家。しかし今、速水はそこに一人で暮らしている。プロポーズの結果は、自ずと察しがつく。

　はたして速水は、実乃梨の予想どおり悲しげに苦笑した。

「実は俺、フラれた彼女と本気で結婚するつもりだったんだ。」

「だからって……気が早くないですか？」

「そうかな？　だって彼女、俺が本気で愛してるって言っても、信じられないなんて言うから。本気だってことを示したくて」

「はあ……」

（本気の証明が都内の一等地に家かあ……。なんか、世界が違う）




　静かな住宅街に立っている大きな二階建ての家。

　ここまでしてくれる相手を捨て、しかもわざわざ、速水の親友と付き合うなんて、どうかしている。

　それとも、相手の彼女にも言い分があるのだろうか。

　よくわからないが、余計な詮索は止めておこうと考えるのをやめる。

　速水が先に行くので、実乃梨は慌てて後ろからついていった。

　ドアが開いて中に入ると、部屋の中は新しい家具で埋め尽くされていた。

　家具の殆どはファミリー向けの大型のもので、速水が本気で彼女と住むつもりだったことが伺える。この空間に一人で暮らす速水の姿を想像すると、彼が可愛そうに思えてきた。こんな場所で一人で眠っていたら、不眠症になっても仕方がないかもしれない。

「俺の本気、重かったのかな」

　実乃梨の同情を感じたか、速水がぽつりと漏らした。

「いえ。私なら嬉しいですけど」

「ありがとう。そういってくれると、ちょっと救われる。お風呂湧かすから、適当にくつろいでて。ちなみに、寝室は二階だから、見てきてもいいよ」

「は、はあ」

　実乃梨は複雑な思いでソファに腰掛けた。

　テレビを付けると、大型テレビは最新式のものらしく、鮮やかな色を映し出す。

（速水さんの、本気。すごい）

　綺麗な色のテレビを見ていると、速水から声が掛けられた。

「お風呂入ったら、二階で待ってて」

「はい」

　流れでこんなことになってしまったが、それで良かったのかと頭を悩ませる。

　お風呂が湧くとお泊りの用意は何もしていないことに気が付いて、慌てた。けれど近くにコンビニがあったことを思い出して、足りないものは買いにいけばいいかと気持ちを落ち着かせる。

　お風呂に浸かり、湯舟から出るときちんと寝間着まで用意されていた。

（高級旅館に来たみたいな待遇だわ）

　袖を通すと、ぱりっとした感触すらあり、ため息が出そうになる。

　しかし、実乃梨が来るのを知らずに寝間着なんて用意できたろうかと疑問が湧いた。

　実乃梨のサイズは女性のＳサイズではないのだから。

　浴室から出ると、リビングで速水が楽しそうにテレビを見ている。

「あっ、何か飲む？」

「じゃあ、お水かお茶を」

「いいよ、俺やるから」

　速水はすたすたと動き、冷やしてあった水を注いでくれた。そして渡してくれるとにこりと微笑む。

「俺の寝間着、似合ってる」

「ふぁっ！」

「いきなり来ることになって、九重さんが着られる寝間着用意できなかったんだ。でも、これなら手触りもいいし。俺、寝間着にはこだわってるから」

「いや、その……」

（九重さんの寝間着……。横幅だけジャストサイズ……）

　足がやけに長い寝間着だと思っていたが、まさかメンズの速水の寝間着だったとは。

「そんなに着てないから、大丈夫。それとも、九重さんって潔癖？」

「いえ」

「じゃあ、二階かリビングで待ってて。可愛いね」

「か、わ、いい。何かの間違いでは？」

「ううん。可愛いよ。お世辞抜きにね」

（速水さん、デブ専とか……）

「じゃあ、待ってて」

　頷いたものの、リビングで待つのも二階で待つのもソワソワすることには変わりない。結局実乃梨はベッドで先に寝ていようと、階段を上った。

　二階も広く、寝室にはシンプルなベッドが置いてある。

　ふわっとでき立ての家の匂いとアロマの香りが鼻先を掠めた。

「うわあ。もはやホテルみたいなこだわりよう」

　旅行で行くホテルの内装のように、壁にはおしゃれな絵が掛けてあり、シンプルな時計と観葉植物が置いてある。

　サイドテーブルもあるが、余計なものは置いてない。

　実乃梨はすっかり気持ちよくなり、ベッドに寝そべってしまった。

　ダブルベッドはスプリングがきいていて、心地よい。

　シーツに包まると、すぐに眠気が襲ってくる。

（速水さんが来る前に寝そう。こんな気持ちいい部屋なら、毎日でもいたい、ずーっといたい）

　うとうとしつつ、実乃梨は瞼を落とした。




「ううん」

　身体に重みを感じるのと同時に、お腹や胸のあたりが温かい。

「だれ、私の布団にいるのは」

　ぐるんと反対を見れば、速水の寝顔が間近にある。

「あ……」

　急に思い出して、血の気が引いた。

　あのまま眠ってしまったから、速水に触れられても受け入れていたらしい。

　まさか変なことをされていないかと思った瞬間、胸のあたりがやわやわと揉まれだす。

（胸、どさくさ紛れに触られてる！）

　とはいえ、高級な肉を沢山食べさせてもらった手前、怒り心頭というわけにもいかない。

　しかもどうやら、添い寝以上のことはされていないようだ。速水は本当に、実乃梨のことを抱き枕としてしか見ていないのだろう。

　実乃梨は慣れない男性の体温に胸を高鳴らせながら、速水をそっと見つめた。

　鼻梁が高くて綺麗な顔だが、眠るとまつげの長さが際立って、可愛いさが増して子供っぽくも見える。

　その頬をそっと撫でたくなるような衝動に駆られたが、せっかくの熟睡を妨害してしまうのはかわいそうだ。

　ベッドから起きて、トイレに行こうとしたとき、背後から声をかけられた。

「おはよう。起きた？」

「おはようございます。あの、お役に立てました？」

「昨日はすぐに眠れた。それでさ、やっぱり今日からずっと一緒に寝てくれない？」

　寝起きの速水は目を擦りながら、頭をぼさぼさにさせて言う。

　プライベートな顔を見させられて、実乃梨は鼓動が早まるのを感じた。

　普段は髪の毛をきちんと整えていて、隙すらないと思っていたのに、今は子供のように甘えてられている。

「だめかな」

「い、いえ！　会社の為、ですから！」

「ありがとう。最近仕事も忙しいし、色々あって、ちゃんと寝たいんだよ。あ、九重さん、頭ぼさぼさ。直した方がいいね」

「すみません！　今すぐにっ」

「別に悪いことしてるわけじゃないんだから、謝らないでよ。ゆっくり直しなよ。ああ、そっか。俺、九重さんのそういう部分を見ちゃうことになるんだな。平気？」

「いいもなにも、会社の為ですのでっ」

「ありがとう。九重さん仕事熱心だって聞いてたけど、本当だね。何かあれば、俺にも甘えて。俺ばっかりも悪いから」

　首を横に振ることで答え、逃げるようにその場を立ち去った。

　起き抜けの速水の幼さを残す色気が、初心な実乃梨にはきつかった。

（人間抱き枕でありながら、恋心を抱くなどいけないことよっ）

　自分を叱責しながら、実乃梨はトイレに飛び込んだ。










４











「おはようございます」

　実乃梨は僅かに緊張しつつ、同じベッドで眠る速水に声を掛けた。

　あれから一ヵ月が経とうとしている。毎日のように目にする光景だというのに、実乃梨はまだ、この状況に慣れない。

「んんん。もう起きる時間？」

「そうですね」

「もう少し寝ててもいいだろ？」

　言うなり、ぐいっと手を引かれて布団に引き戻される。

　ぎゅっと抱きしめられて息が詰まる。

　背中に速水の熱を感じながら、胸や腹をむにむにと揉まれる。まだ男性とのスキンシップに慣れていない実乃梨の身体は、それだけでむずむずした感覚を呼び覚まされてしまう。

「やめてください！」

「気持ちいい。柔らかい。最高」

「朝から何してるんですっ！」

「九重さんの感触を再確認」

　胸を揉んでいた速水の指が、パジャマ越しに中心の突起を掠めた。実乃梨はたまらず甘い声をあげそうになり、慌てて口を押えた。

　もう限界とばかりに肘で速水の脇腹をどつくと、手が止まった。

「……悪かった。すっかり抱き枕を抱きしめているつもりになっていた」

「私は人間です！」

　声が上ずってしまった。意に反して固く立ち上がってしまった胸の中心を隠すように、胸元で腕を交差させ身体を丸めた。

「もしかして、気持ちよくなったとか？」

「なりません！」

　そう言った途端、耳朶を甘噛みされる。

「んっ！」

「じっとして……ねぇ。この先、してみたいと思わない？」

「そういうの……どうかと思いますっ！」

「でも、この先のこともしないと眠れないって言ったら、九重さんＯＫしてくれそうだけどな」

「そんなことできませんっ」

　ぴしゃりと拒絶すると、耳朶への甘噛みがやんだ。




　抱き枕生活が始まったばかりの頃は健全な添い寝だけだったのに、ここ最近、速水の行動はエスカレートし始めた。こうして、朝になると蜜がとろりと溢れだすような悪戯をしてくるのだ。

　思えば、実乃梨と添い寝するだけの健全な夜が始まってもう、一月ほどになる。速水の中に、性的な欲求が溜まっているのだろうか。

　しかしだからといって、そういった欲求の処理まで実乃梨が請け負うなんてありえない。だからこうして、逃げるように退散することが日課になっていた。

　寝室の隣の部屋で身支度を整えていると、シャツにトランクスという出で立ちの速水が現れた。実乃梨は咄嗟に顔を隠す。これも日課のようなものだが、実乃梨は未だに直視することができないのだ。

「早く服着てください」

「ああ、ごめん。でも、俺と実乃梨ちゃんの仲だし、もういいかなって」

「名前で呼ばないでくださいって言ったじゃないですかっ」

「でもさ。俺のこと、嫌じゃないでしょ？」

「嫌いでも好きでもありません。私はただの人間抱き枕です！」

「ああ、そう？　それだけ？」

「それだけです！」

　きっぱり言い切ると、実乃梨はさっさと着替えを持って別の部屋に退散した。

　広々した二階建ての大きな家だ。

　どの部屋に逃げても、誰もいない。

　さっさと着替えを済ませて階下に降りると、食欲をそそる香りが漂っていた。

「朝食できてるよ」

「いつもすみません」

「いいって。だってお世話になってるんだし」

「でも……」

「食べて食べて」

　そう言って出されたふわふわのオムレツに、思わず目が輝いてしまう。

　速水は見た目によらず料理もできるのだ。

「生クリームとバターたっぷりのオムレツ」

「うわあああ。とろけますね」

「ケチャップいるよね？」

「はいっ」

　嬉しさのあまり飛びつき、オムレツをむしゃむしゃと食べてしまう。

　これではダメだと思っても、とろとろオムレツを食べられる機会は逃したくない。

「厚切り食パンもあるし、分厚いベーコンも美味しいからね」

「もういただいてます」

「うん。よろしい。食べてる実乃梨ちゃん、可愛いからね」

　そう言われて、思わず手が止まりそうになる。

　昔、同じことを言ってくれた彼のことがふと、頭をよぎった。

　あの時彼がいてくれたから、今も実乃梨は食べることに幸せを感じられるし、自分らしさを大切にすることができている。

　今のように、速水といると初恋の彼を思い出す瞬間が度々ある。実乃梨は薄々と気が付いていた。これは悪い傾向だと。

「あははは。またまた。よく、親から残飯処理の豚みたいだって言われるんですっ」

（なるべく酷い例えにしよう。甘いムードなんてぶち壊さないと。これ以上、距離を縮めてはだめ……）

「そんなこと言うの？　ほんとに？」

「ほんとです。あっ、ほら、もう食べ終わっちゃった。じゃあ、先に行きますね」

　実乃梨はおかわりのパンもそこそこに、家を飛び出した。

　電車に揺られながら、速水との距離感をどうすべきか頭を悩ませる。

　速水は優しい。彼の言動からは、実乃梨のことを理解し、受け入れてくれていることが感じられる。

　実乃梨は他人から本当の意味で好意を寄せられることに慣れていない。だから、速水の優しさに触れる度、勘違いしそうになってしまう。

　速水は、自分のことが好きなのではないか、と。

（わかってる。速水さんにとって、私は抱き枕。大切な抱き枕だから、優しくしてくれるだけ）




　駅から会社までの道をトボトボと歩き、出社する。

　営業部の自分のデスクに到着する頃には、実乃梨の意識は仕事モードに切り替わっていた。

　パソコンの電源を入れ、今日のスケジュールを確認する。午前中は急ぎの仕事はないから、資料室で過去の売上データを見直そうと決め、早速資料室へ向かった。資料室へ向かう途中、廊下の奥に人だかりができているのが見えた。

　なんだろうと思っていると、輪の中心に速水がいるのが見えた。どうやら、速水の出勤時間に合わせて女子社員が挨拶に来たようだ。

　速水の周りには十人ほどの女性が群がっていた。彼女たちはおそらく、秘書課や広報課、受付と言ったキレイどころが揃う部署の社員だろう。皆スタイルが良く、メイクもヘアスタイルも華やかだ。

　始業時間はとうに過ぎている。そんな暇はないだろうと呆れつつ、実乃梨はうつむいて廊下を歩いた。速水の目にはおそらく、実乃梨の姿は見えていないだろう。見てほしいとも思わなかった。

　できれば、気づかれずにこの場をやり過ごしたい。そんな思いで一行とすれ違おうとした時、取り巻きの女性社員の一人が実乃梨とぶつかった。

　その拍子に実乃梨は、抱えていたファイルを落としてしまい、中の書類が廊下に散らばる。

　ぶつかった女性社員はちらりと実乃梨を横目で見たが、謝るどころか「そんなところにいるお前が悪い」と言わんばかりに忌々しげな表情を見せた。

　あまりの横柄さに声も出せず唖然として彼女を見た。

　その時、彼女の奥にいた速水と目があった。しまった、と思ったが遅かった。

「大丈夫？　九重さん」

　速水は言うなり、女性社員の輪を割って実乃梨へと駆け寄ってきた。

　気遣うように顔を覗きこまれる。きちんと整えられた髪と、切れ長の瞳。朝の無防備な姿とは違う、社長らしい凛とした出で立ちの速水だった。

「ごめんね、こんな大人数で廊下を歩いたら迷惑だよね」

　言いながら、速水は廊下に広がった書類を手際よくまとめ、流れるような所作で実乃梨の手を引いて立ち上がらせてくれた。

「ありがとうござい――」

「俺の彼女です」

「はい？」

　瞬間、空気が凍りついたように感じた。女性陣の視線が、一気に実乃梨に集まる。

「え？　この人が？社長の彼女？　嘘ですよね？」

「冗談ですか？」

　ははは、と乾いた笑いをこぼしながら、女性社員が口々に言う。しかし速水は笑わない。

「本当です」

　毅然とした声に、女性陣が押し黙る。いつの間にか速水の手は実乃梨の腰に回されていた。

（視線って、本当に痛いんだ……）

　実乃梨は女性社員から向けられる、敵意むき出しの視線から逃れたい一心でその場で俯いた。

「どうしてこの人なんですか？」

「俺が好きだからです。告白は俺から」

「どうしてですか？」

「どうしてどうしてって。物分かりの悪い人は好きにもなれないな」

　速水の冷ややかな声に、誰かが息を呑むのが聞こえた。

「この人が彼女だっていう証拠はありますか？」

「一緒に住んでいる」

　女子社員の悲鳴が響いた。

　叫びたいのはこっちだ、と内心で絶叫した。

　速水の意図が掴めない。違う、と反論したいけれど、その勇気もなかった。顔を上げることさえできない。

　文句とも泣き言ともつかない言葉を口々に喚き散らす女性社員には取り合わず、速水がひときわ大きな声で言った。

「俺は、九重さんを愛している。だからみんな、九重さんには手を出さないように。嫌がらせなんてしたらどうなるか、分かるね？」

　有無を言わさぬ速水の口調に、女子社員は不満のありありと浮かぶジト目で実乃梨を睨みつつ、渋々頷いた。

「じゃあ、仕事に戻るように。俺には九重さんがいるから、今後二度と俺に付きまとわないでくれよ。迷惑だ」

　各々の部署に戻る女子社員を見送り、実乃梨はようやく息を吐いた。彼女たちに睨まれている間、呼吸さえも忘れていたような気がする。そんな馬鹿なことはありえないが、それだけの緊迫感があったのだ。

「なんで、こんなことをするんですか」

　堪らず睨むように速水を見る。未だ腰に回されたままの手をどけて欲しくて身を捩ると、速水の手にさらなる力が込められて、腰を引き寄せられる。

「実乃梨ちゃんが、好きだから」

　至近距離で言われて、思わず目を瞬かせた。信じられない思いどころか現実とは思えない。けれど長いまつげに縁取られた二重の目が、まっすぐに実乃梨を見つめていた。

「えっ……冗談、ですよね？」

　驚きに顔を引きつらせ、やっとのことで言うと、速水はニコリ、と笑った。

　そして実乃梨の腰を開放すると、やれやれと言った様子で大げさに肩をすくめた。

「彼女たち、しつこくてね。彼女がいる、って言ったら諦めてくれるかなって」

　やはり、そういうことか。実乃梨は速水の軽薄な態度にかえって安堵してため息を吐いた。

「私を巻き込まないでください」

「だって、半分は本当のことだろ？」

「半分って、少しもかすってませんよ？」

「そう？　俺は本当に、実乃梨ちゃんのこと可愛いなって思ってるし」

　よくそんなことがさらりと言えるものだ。実乃梨は照れ隠しに声を強めた。

「とにかく！　こんなことしたって、彼女たちの気持ちを煽るだけです」

「そうか？　でもこれで、俺は彼女たちから煩わされずに済む」

「そうでしょうか……彼女たち、私が速水さんの彼女だなんて、信じてないと思いますよ」

　実乃梨は速水の浅はかな作戦に呆れ、ため息を吐いた。

　幸いさっきの取り巻きに営業部の社員はいなかったが、嫉妬に狂った女は何をするかわからない。部署を越えて嫌がらせをされないとも限らないのだ。

　かと言って真実を説明するわけにもいかない。

「彼女じゃなくて、人間抱き枕なんです」なんて……。

「仕事に戻ります」

　実乃梨は痛む頭を押さえながら廊下を歩き出した。

「ちょっと待った。今日もうちに来るよな？」

「……社長が眠れないなら」

「寝れないよ。君がいないと、眠れない」

「ちょっ！　そんな言い方……！」

「だって。実乃梨ちゃんの抱き心地、最高なんだもん」

　実乃梨は顔を引きつらせならが、速水を睨んだ。

「名前で呼ばないでください。仕事中です」

「分かった。九重さん」

　からかいのこもった口調で言って、速水はくしゃりと破顔した。社長としての顔ではなく、朝のベッドで見た、子供のような顔だった。

「じゃあ、帰りは一緒に帰ろう。迎えに行く」

　実乃梨は頷いて見せ、足早に資料室へと向かった。

　一人になった途端、ぐるぐると頭が働き出した。

　あの場にいた女子社員は美人揃いだった。速水の隣に並んでも絵になるだろう。社長である速水の恋人として、充分理想的な相手だ。

　それをわざわざ、偽装の恋人とはいえ自分を選ぶなんて――。

（デブ専としか思えない）

　しかし、実乃梨には速水がその道に突き進むとはどうしても思えなかった。

　噂によると、以前の彼女はスタイルの良い女性ばかりだったようだし。

　それが突然のデブ専変更。

　いくら失恋したとはいえ、あまりに現実味に欠ける。速水の真意が掴めず、実乃梨は悶々とした気持ちのまま資料室の扉を開けた。

「社長と付き合ってるの？」

　資料室での調べ物を終えデスクに戻ると、竹下に肩を叩かれた。

「あ、いえ。ちょっと違います」

「なに？　付き合ってないの？」

「はあ。人間抱き枕をしていまして」

「人間抱き枕？　なにそれ」

　竹下は笑いを堪えて、実乃梨を見てきた。

　竹下は興味深々とばかりに顔を寄せてくる。

　実乃梨は口を滑らせてしまったかとたじろいでしまうが、竹下ならいいかと覚悟を決めた。

「実は、速水社長、不眠気味だったので。抱き心地がいいという理由で人間抱き枕になってます」

　実乃梨がおずおずと言うと、竹下の顔がひきつった。

　まるで汚らわしいものでも見るかのように、冷めた目を向けられる。

「それって一緒に寝てるってこと？」

「そんな直球で言わないでください！」

　指を立てて静かに、静かにと懇願する。

「それ以上の関係はないの？」

「ありません。だって、枕ですから」

「……確かに、説明が面倒ね」

　納得顔でうなずく竹下に、実乃梨は大きくため息を付いた。

「そうなんです。私はただの枕で、彼女たちの恋路の邪魔にはならない存在なのに……」

「うーん。それはどうかな？　速水社長、実乃梨を巻き込んでまで自分のことだけ考える人だとは思えないけど。実は、本気で言ったんじゃない？」

「そんなことあるわけありません。速水さん、竹下さんみたいな女性が好きなんですよ」

「それは九重さんの思い込みでしょ？　それとも、社長自身に言われたの？」

「言われてはいません」

　やけに確信的な竹下に圧されて首を横に振ると、竹下は満足げに微笑んだ。

「とにかく、良い話ねっ」

「そうですか？」

「うんうん。求婚なんてことあるかもね！」

　そう言われて、思わず浮ついた気持ちになりそうになる。

　しかし、実乃梨ももう夢見る少女ではない。現実というものを嫌というほど理解している。

（速水さんが私を、なんてあり得ない。私は抱き枕だもん）

　竹下がパソコンへ向き直ると同時に、実乃梨もせっせと仕事に勤しんだ。

　営業部の成績を上げようと、キーを叩く指に力がこもる。

　自分の居場所は速水の家じゃなく、この職場だ。










５











「あの……これはどう解釈すれば？」

「どうって。そのままだけど」

「いえ、よく意味が分からないのですけど」

　連れて来られたシティホテルのスイートルームで固まった。

　大事な話があるからと言われて、連れてこられたのだが速水は呑気にソファに座って足を組み、スマホを弄っている。

（騙された！）

「帰ります！」

「待った！　俺たち、付き合ってるんだよ。実乃梨ちゃんを好きだから、抱き枕じゃなくて、恋人として傍にいて欲しい」

「困ります！　それに、速水さんが勝手に言いふらしただけですっ」

「何もしないから！　今日はココで一緒に寝よう？　俺は今日、ここで寝たいんだ」

「変なことしないって約束してくれますか？」

「約束する。だから、お願いだよ」

　速水が深々と頭を下げてきたので、実乃梨は慌てた。社長に頭を下げさせるなど、恐れ多い。

　頭を上げてもらおうとして、速水の肩に手を置いた瞬間、ふわっと抱きしめられた。

（うわああああ！）

　心の声が外に漏れそうで、身体が硬直した。

「抱き心地最高」

「え……」

「いっつも後ろからだろ？　前からだと、むぎゅっとしてて、ぎゅううってしたくなる」

　その途端、思いきり強く抱きしめられる。

「く、くるじい」

「あ、ごめん。つい」

「手加減してください！　私、ぬいぐるみじゃないのでっ」

「そうだった」

「そうだったじゃありませんっ」

　力任せに速水の身体を押し返すと、彼は不満げな顔をしつつも実乃梨を開放してくれた。「まあ、とにかくお風呂入って寝ようか」

「お先にどうぞ」

「じゃあ、一緒に」

「今まで一緒に入ったことないですよね？」

「夜景見えるし、シャンパン頼めるけど？」

「おひとりでどうぞ」

　丁重に断り、ソファに座って背を向けた。

　すると速水は諦めたのか、小さくため息を付いて「じゃあ、待っててね」と言った。

　浴室に向かう足音を背中で聞きながら、実乃梨はほっと胸をなで下ろした。

　途端、不意に両目をふさがれた。

「俺、実乃梨ちゃんの裸見ないから。ね？　一緒に入ろう」

「い、いやですっ」

　両手で視界を塞がれたまま、実乃梨はジタバタと暴れた。

（私の身体、ぷよんぷよんなんだからっ）

「じゃあ、今度また、美味しいステーキ食べさせてあげるから」

　その言葉を聞いた瞬間、実乃梨はぴたりと抵抗を止めた。




（またしてもステーキに負けるなんて……）

　洗面台の前で立ち尽くしたまま、実乃梨はため息を吐いて困り果てていた。速水は先に入ると言って、既に浴室に入ってしまっている。

　このまま帰ってしまおうか、なんて考えも浮かんだが、速水の懇願する姿を思い出すと心が痛んだ。

（もう、腹を括るしかない！）

　気持ちを固めて服を脱ぐと、タオルで身体を隠して速水に入ることを伝えた。

「俺、逆向いてるから」

　ドア越しのくぐもった声にどきまぎしながら、なんとか返事をする。

「良いって言うまでこっち見ないでくださいね」

　ドアを開けると、そろそろと足音も立てずに広いジャグジーに向かって足を向けた。

　速水の浸かる湯舟に足を入れて身体を入れると、湯が一気に溢れだす。

　音を聞いて、速水が実乃梨の方を見たようだった。

「実乃梨ちゃん。なで肩」

「いつも見てるじゃないですか」

「普段は俺の寝間着着てるから、よくわからないんだよ」

　そう言うなり、いきなり肩にキスを落とされる。

　ひやっとした感触を感じて実乃梨は甘い声を思わずあげた。

「あっ！」

「逃げないで」

「や、やだっ」

「なんで？　気持ちいいでしょう？」

　そのままするすると、唇が背中を這いまわる。ぞわぞわした感覚に身体が火照り始める。

　助けを求めるように口をぱくぱくさせた。

「声、出して」

「な、なんでですっ！」

「ここ、結構感じるところだから。我慢してると、辛い」

「じゃあ、もう……やめてください！」

　抗議の声も虚しく、背中へのキスは止まず、ちゅうちゅうと背中中を吸われていく。

　同時に腹の周りや胸に触られて、身体がぞくっとするように粟立った。

　ひくひくと震えていると、首筋にもキスが落とされる。

「ひぁ」

「思ったより、ずっと可愛い声」

「もう、やめ……」

「だめ。これからだよ。実乃梨ちゃん、俺の彼女でしょ？」

「それは建前で……」

　ふわふわと胸を揉まれ始めると、感じたことのない心地良さに息を止めた。

　そのまま先端を捏ねまわされて、いじわるく摘ままれる。

「んんっ」

「胸。ふわっふわっ。ずっと触ってていい？」

「だ、だめ……。そんなことされたら、変に……なりそう！　の、のぼせちゃう」

「変になりそう？」

　首を振りつつ、次第に恍惚の表情を浮かべてしまう。

　今まで感じたことのない、甘いしびれに身体が震えて止まらない。

　蜜口からはとろりとしたものが溢れだしていて、腹の奥がじんじんとしている。

　それがなんなのかわからないわけじゃない。

　でも、速水が自分を求めてこんな状態にさせているのが信じられないのだ。

　感触を確かめたい、ただそれだけが目的だったはずだ。それ以上のことはしないと約束したのに。

　困惑している間も、実乃梨は息を荒げて胸を震わせる。

　ぷるんぷるんと胸が湯に浮いて、速水が感触を楽しみながら揉みしだいていた。

「あっあっ……やぁあ……こんなこと……しても……意味ない……のに」

「あるだろ？　実乃梨ちゃんと繋がる為」

　繋がる。実乃梨だって、その言葉が意味する行為がわからないほど、初心ではない。

「ひどい、なんで……こんなことまで……」

　初めて感じる感覚に、気持ち良いのを通り越して恐怖すら感じる。快感を逃がそうと、ギュッと両目を閉じると目尻に涙が滲んだ。

　速水の指が、それを優しく救い取る。そして、耳元に囁かれた。

「俺がなんでこんなことするか……実乃梨ちゃんにはわからないんだろう？」




「わからな……ふあぁっ……やっやぁあ……」

「ふふ、喘ぐと萌え声だよね。そんな気がした」

　速水は嬉しそうに言って、実乃梨の胸の先端を摘まみ上げた。太ももを撫でていた彼の指先が、するすると茂みを掻き分けた。

　快感に揺さぶられて足が勝手に開いてしまうと、蜜芽を見つけだされて圧し潰される。

「あんっ！　やぁああ！」

　いきなりの刺激に腰が跳ねる。

　湯舟が揺れたが、速水は気にする素振りも見せずに捏ねまわし続けた。

　弄りまわされ続けると、息が止まるほどの快感の波が押し寄せてきて、実乃梨は淫らに腰を振っている。

「やぁ……こんな……私……そういう……つもりじゃないのに」

「でも、凄い感じてるよ？　俺としては嬉しいのにな」

「そんなこと言われて……も……あぁあっ……！　指、入れないでっ」

「だめだよ。これから繋がるんだから。しっかりほぐさないと」

　長い人差し指がつっぷりと蜜壺に入っていて、膣内を弄るように弄られると、蜜が溢れ出した。自分でも知らない部分に速水の指が侵入していることに、戸惑いつつ、快楽に流されてしまう。

「だ、だめ……。速水さん……きっと、私じゃ、気持ちよくなれない」

「どうして？」

「私の身体見て、気持ちが萎えちゃう」

「その逆だよ。実乃梨ちゃん。そう思ってるの、自分だけ」

「う、そ」

　その証拠と言わんばかりに、腰に硬いものを押し付けられた。

　熱を持ち脈打つそれは、まだ知らない男根だろう。

　そそり立ち、背中に擦り付けるようにあてられる。

（私……なんか……で？）

　今まで、人間抱き枕だと言って恋愛という考えから遠ざけていた。

　ましてや、性的欲求なんてものの対象になんてならないと思っていた。

　もちろん、痴漢にならあうが恋の先にある愛情の確認に自分が選ばれたなんて、信じられないのだ。

「信じた？」

「生理現象……でしょ？」

「男ってその点は素直でね。確かにこの状況だとまだ生理現象なんだけど、……」

　速水は実乃梨の言葉に、困ったように破顔した後、ひどく優しい顔をした。

「俺は、感情込みのエッチが好きだよ。無節操に誰でもってタイプじゃないことは、理解して欲しいな」

「それって、つまり……」

「つまり、実乃梨ちゃんが好きだってこと。実乃梨ちゃん相手だから、身体だけじゃなくて心も、こんなに、興奮してる」

　言って、速水はその胸を実乃梨の背中にピッタリとくっつけてきた。速水の心臓が、早鐘のように早く大きく脈打っているのを感じた。

「あの……冗談とか」

「冗談でここまで自分の気持ちを言えると思う？」

（そうだよね……。こんな状況で冗談なんて……）

　ぐりぐりと、下腹部の熱を腰のあたりに押し付けられて、身体が震えてしまう。

「いいかな？　強引にはしたくないから」

　実乃梨は意を決して、少しだけ速水の方を向いた。

「続き、してください」

「じゃあ、のぼせないようにバスタブに座って？」

　言われるままに縁に腰掛けると、足を思いきり開脚させられた。

　目の前であられもない恰好をさせられることに戸惑いつつ、縁に座る行為が不安定で悲鳴をあげそうになる。

　壁のタイルに身をあずけると、不自然な恰好になってしまい、息をするのも苦しくなった。

　速水は男根を蜜口に近づけて、ゆっくりと挿入してくる。

　熱がじわじわと入り込んでくると痛みに目を剥いた。

「あっ！」

「膣なかあつい。とろけそう」

「お風呂、入ってたから」

　ふわふわした心地のまま、男根を受け入れていく。

　入口はこじ開けられて、隘路が強引に開かれていた。

　肉壁に行く手を拒まれるように、速水は呻き声をあげる。

「きつい」

「ご、ごめんなさい」

「いいよ。もしかしたらって思ってたから。初めて、俺でよかった？」

　実乃梨は頷いた。

　相手は申し分ないし、処女のまま年を取ると思っていた。

　こんな風にセックスを知るなんて日は来ないと信じていたのだし。

「奥まで入れたいんだけど」

　強引に熱が入り込んでくると、痛みでたまらずに声をあげていた。

　すると速水はすぐに男根を引き抜いた。

「ごめんなさいっ」

　謝罪すると同時に速水から頭を撫でられた。

　愛おしそうに自分を見つめられて、胸が跳ねてしまう。

「いいよ。まだまだこれからだと思ってるし、ちゃんと実乃梨ちゃんと繋がりたいから」

　足を下ろされてバスタブに座ると、恥ずかしい想いが込み上げてきて身体を思わず隠そうと必死になる。

　しかし、どんな格好をしても肌を隠せるわけもなく、ぷるんと胸がはみ出した。

　上目でこれ以上は耐えられないと訴えると、速水は嬉しそうに口角をあげる。

「そんな顔すると、無理やりしそう」

「だって、速水さんみたいな人とそういうことになるとは思わないですよね？　デ、デブ専のおじさんとしかできないのかなって」

「俺、おじさん？」

「ち、違うんですけど！」

　今にもまた手が伸びてきて胸を弄りそうなので、慌てて浴槽から出た。

　後を追うように速水も着いてくる。

　身体を流してさっさと浴室から出ると、手元にあったバスタオルを巻こうとした。

　ぎゅうっと巻き付けると、タオルの上に肉が現れる。

　それを、速水がつんつんとつついてきた。

「こういうの痩せてる子じゃ堪能できないし。眼福っていうのかな」

「速水さんやっぱりデブ専ですよね？　こういうのは、ただのデブっていうんですよ？」

「まあ、デブ専と言えばそうかもしれない。俺は触り心地を重視した結果、実乃梨ちゃんみたいな子が良いなとなったわけだから。痩せてるとすぐにダイエットしようとして、ごりごりに痩せようとするからさ」

　困った顔をして過去の彼女のことでも思い出すように眉間に皺を寄せる。

　実乃梨はその点、ダイエットとは無縁だ。

　速水ほどの男でなくても、本当にデブ専のおじさんと結婚しても問題ないと思っていたのだ。

「とにかく。もう一回していいかな？　実乃梨ちゃん、感度いいし。ベッドでちゃんとするから」

「えっ……」

　ぐいぐい背を押されてベッドルームに連れて行かれると、ダブルベッドの上に押し倒された。スプリングが軋み否応なしにさっきの快感を思い出す。

　じわりと蜜が溢れだし、秘丘を汚し始める。

　自分でも止められない衝動に抗うように、なんとかならないかと潤んだ瞳で訴えた。

「私とエッチしても、笑い話にくらいしかならないので！　もう、やめてください」

「誰が笑い話に？　こっちは本気だって言ってるんだよ？　それとも、本気で嫌？」

　するっと足を持たれて強引に開かされると、蜜が溢れていることを確認される。

「さっき知ったばかりなのに、もうこっちは素直に反応してる。実乃梨ちゃんは、俺が遊んでるって思ってる？」

「そうとしか思えない……です」

「じゃあ、まだ心から俺のこと理解してないってことだ。もっと時間が必要だ」

　すると、蜜壺に指が突き入れられる。

　そして抜き差しをされると、聞いたこともないじゅぷじゅぷという水音が部屋に響いた。

　内壁を擦られる度に音が大きくなっていく。

「あっあっ……ふぁっ……やぁあ……！」

「まだ少し弄ってるだけだよ。でも、膣なかは凄い締まる。感じてるからだよね？」

「ちが……」

「じゃあ、両方刺激してみようか」

　花芽を摘ままれながらめちゃくちゃに掻き混ぜられると、腰が勝手に震えてしまう。

　しかも、快楽に苛まれて何も考えられなくなっていく。

「やぁあ……！」

　緩んだ顔を手で覆うと、すぐに払いのけられて口付けられた。

「んんっふぁ」

（頭の中が、速水さんでいっぱい……なに、これ……やだ……）

　口腔を舐られて舌を絡めとられると、感じたことのない甘い感覚に自然と吐息が漏れる。

　蜜壺に指が突き入れられたままで、そちらでは指の抜き差しが止むことがない。

　腰がひくついて止まらず、口内の唾液は丁寧に舐めとられていく。

「い、いじわる……しないで」

「そんなことしてないよ。ただ俺のものにしたいだけ」

「もう……だめ……」

　淫靡にはあはあと喘ぐと、次第に頭の中が蕩けていく。

　指がいつの間にか二本に増やされて、蜜壺はぐちゃぐちゃに掻きまわされていた。

「あっあっ……あぁああ！」

　頂きを昇り詰めてしまうと、真っ白な世界に身を委ねる。

　虚ろな目でキスを受けていると、キスが止んで速水の身体も離れていった。

　蜜壺から指が引き抜かれると、速水は丁寧にティシュで指を拭っている。

　自分に何が起こったのかわからないまま、息を整えているとその答えを速水が教えてくれた。

「イケたみたいだ」

　その言葉を聞いた途端に、実乃梨は頬を染め上げた。

　何もかも知らないわけじゃない。

　ただ、自分が速水の手技によって果てたのが信じられないのだ。

「もう一度しようか？」

「だめっ」

「でも、実乃梨ちゃんの身体気持ちいいし、触ってて落ち着くし。それがダメなら、もう一度挿入してもいい？」

「だ、だめですっ！　どっちもまた今度にしてください」

「そう言っても、夜は長いんだ。せっかくだし、堪能させて？」

　すぐに覆いかぶさるようにして胸を鷲掴みにされる。

　そうして、胸に顔を埋められた。

「最高……ふわっふわっ」

　実乃梨は速水の幸せそうな声とは裏腹に、現実をまだ受け止めきれず、悪戯に先端をもてあそばれて、また甘い声をあげていた。










６











　速水と実乃梨が付き合っている、という噂は社内中に知れ渡っていた。速水に好意を寄せていた女性社員たちはあからさまに不満を漏らし、あの体型で社長の隣に立つなんて本気なのかと、ひそかに噂が立っていた。

　噂は最もだと、実乃梨ですら思っている。

　実乃梨自身、まだ速水の彼女としての自覚も自信もないのだ。

　もちろんあの晩、速水が口にしてくれた言葉を信じているし、実乃梨だって速水のことを愛している。問題は、実乃梨自身が速水にふさわしくないと思い込んでしまっていることだ。

　生まれて初めて身体を求められたからと言って、今さら自信に繋がるわけもない。

　しかも、今まで人間抱き枕として求められてきた相手に、突然女として求められたのだ。困惑するなという方が無理だろう。

　けれど本人の気持ちなど関係なく、速水は実乃梨を女性として見ているのだ。

　仕事をしながら思わずため息を吐くと、竹下が声を掛けてきた。

「どうかした？　現代のシンデレラ」

　今日もコツコツと甲高い音のするハイヒールを履いて、綺麗な足を見せている。

　そんな竹下を見ると余計に今日は落ち込んでしまう。

「私、ダイエットしたほうが良いのかなって」

「お、珍しい。恋の力は偉大ね」

　からかうような口調だったが、その顔は優しかった。

「ヴィーガンおすすめだけど？」

　にんまり微笑まれて言われたが、丁重にお断りした。

　お肉が食べられない生活なんて、人生を台無しにしているようなものだ。

　痩せる為に自分の好きなものを犠牲にするなんて、やはり実乃梨には耐えられない。

「じゃあ、糖質制限ダイエットとか、運動とか？」

「やってみようかな。だって、このぷよぷよお肉が好きと言われて、そのまま信じていいわけがないですよね？」

「まあ確かに。嘘も方便といいますからね？」

「ですよね？　でも、ダイエットして平気かな。本当にこの贅肉が好きだったらどうしよう」

「まさか。痩せてる方がいいでしょ？」

「そうだよねえ。痩せます！」

　実乃梨は拳を握り、竹下から手っ取り早いダイエット方法を聞き出した。

　糖質制限ダイエットが一番すぐに効果が出ると言われて、昼からすぐに白米を抜くことに決めた。

　夜もサラダだけにして、朝だけはごはんやみそ汁を食べる。

　今までの食事に比べて、かなり質素だ。

　不安を感じつつ、さっそく昼を知らせるチャイムが鳴るとすぐにコンビニに向かった。

　いつもなら、おにぎり四つとデザート、サラダを買うのだが。

（あ……。ごはんは糖分。デザートも糖分。サラダしか食べられない）

　気が付くと、ぞぞっと背中に寒気が走る。

　デザートコーナーには美味しそうなプリンやケーキが売っている。

　買ってくれとばかりに、実乃梨を見つめている気がした。

（ごはん食べないなら、デザートは食べるべき）

　自分に言い聞かせ、ロールケーキを買ってコンビニを後にした。

　職場に戻り、さっそくサラダを食べようと口を開けた時だ。

「あああ！　ロールケーキは糖質！」

　竹下がいつの間にか隣にいて、監視している。

　そして、さっとケーキを取り上げてしまうと、実乃梨の代わりに新人の女子社員に渡してしまった。

「ロールケーキ～！」

　悲鳴のような声をあげると、竹下から一瞥される。

「糖質は取らない。決めたでしょ？」

「でも、おにぎり我慢してるし」

「一切オフ！　決めたら実行。今日の夜だって同じだからね？」

「はい、わかりました」

「しっかりね？　自分の為だからね？」

「はーい」

　実乃梨は浮ついた返事をした。

　普段よりも食べる量は格段に少ないのだから、一キロくらいは落ちるだろうと予想している。夜にケーキを食べても、痩せるような気がした。

　昼ごはんを済ませて休憩し、仕事に戻るとお腹がぐるるるっと鳴っている。

（続くのかな。ダイエット）




「ん……？　痩せこけたぞ、実乃梨ちゃん」

　速水の声が低くなる。

　それは実乃梨がダイエットを始めて一週間後のことだった。

「えっ？」

「ダイエットしてるだろ」

（うそ、気づいたの？　三キロしか痩せてないのに）

「痩せるな。周りを気にするな。そのままの実乃梨ちゃんが好きだ」

　仕事終わり、オフィスビルのエントランスで堂々と言われ、実乃梨は頬を染めた。速水の声が聞こえたのだろう。帰宅の途に着く周囲の社員たちの足が、一気に早くなった気がする。

　就業後、デートをするためにエントランスで待ち合わせをしたのだが、顔を見ただけで実乃梨のダイエットに気が付くなんて速水らしい。

　ジト目を向けてくる速水の手を引き、半ば引きずるようにして駐車場へと急ぐ。

「わ、私、速水さんの横に並んでもおかしくない女性になりたくて」

「今だっておかしいことはない。そのままの君が俺は好きだ」

「……はい。でも、なんていうか、ふくよかな女性への世間の目は冷たいのですよね」

「秘書課の女とか総務の女のこと気にしてるのか？　放っておけ。俺の眼中には実乃梨ちゃんしかいない」

「はあ」

　そんなものかと納得しかけたが、彼女たちから陰口を囁かれ続けるのも辛かった。

　速水とは不釣り合いだと言われたり、そもそも、長くは続かないだろうと聞こえるように言われたり。

　そんなことが重なり不安が募っていた。だからダイエットだってなんとか三キロは頑張れたのだ。

「抱き心地チェックが早急に必要だな」

「え……？」

「女性は胸から痩せるんだ。肝心なところから痩せていって、触り心地を台無しにしてくれる」

「いや、ええと。たった三キロですから」

「胸から三キロ削ぎ落されていたらどうする？　俺の大事な大事なふわふわな胸が。もっと実乃梨ちゃんは俺の彼女であることを意識した方がいい。何度も言うが、俺はマシュマロ系女子が好きなんだ」

（マシュマロ系女子ね）

　また言われたと思って呆れつつ、自分がそんな可愛いお菓子のようには思えず、苦笑いをする。

　駐車場に着いて車に乗り込むと、運転席に座るなり速水は実乃梨の頬をつんつんと突きだす。

「なっなんですっ」

「ほっぺたは守られている」

「まだ痩せてないなって思ってました」

「痩せるな」

「お腹はちょっと痩せたかなって」

　得意気に言うと、速水は不機嫌そうに眉をあげた。

「お腹の弾力と柔らかさを、後で堪能させてもらう！　痩せた分、今日は存分に食べるように」

「だめですって」

「俺の彼女なら、体型維持が最優先だ」

　速水に言われてなぜかほっとした。

　ダイエットは正直なところ辛かったのだ。

　かなり緩いやり方だと竹下からは怒られて二度、三度ケーキを取られたが、午後の空腹に耐えて仕事する元気もなく、お茶を飲みやり過ごしていた。

　仕事の効率も落ちたような気もしたし、竹下の言われるままナッツを口にしたが、まったく意味はなく、夜は白米に手を出してしまう。

　なんとか三キロ痩せたのは、今までより食べていないせいだ。

「何がいい？」

「焼肉がいいです！」

「じゃあ、鉄板に分厚いやつな」

「やったあ」

　口内に涎が満ちると、隣で速水が嬉しそうにほほ笑んだ。

「笑ったり、美味しそうにごはん食べたり、何が悪い？　俺が許してるんだ。触り心地だって抜群だって言ってるだろ？」

　思わぬ甘い言葉になれずにうつむいてしまう。

　どうしたらいいのだろうと視線を彷徨わせていると、顎を掬われた。

　なんだろうと思うのも束の間、唇がふさがれている。

　久しぶり感じる速水の温もりに身体が勝手に反応しそうになる。

「ご、ごはんを食べてから！」

　強引に押し戻すが、蜜が溢れそうになっている。

（速水さんって、夜も凄いというか……）

　頬を染めながら上目でチラリと見れば、速水は満足そうに口角をあげている。

「じゃあ、肉をしっかり食べるように」

　実乃梨は頷いた。




「うわあ。美味しいお肉がたっぷりある」

「肉専門店だから。どの部位でもいい」

「はあ……。お肉がお魚見たいにケースに入れられたところ、見たことない」

　うっとり真っ赤な肉を見つめると、それだけでも満たされそうになる。

　しかしお腹はぐるるっと鳴って今まで痩せた分を取り戻すかのように、空腹に満ちていた。

「全部食べてみたいです」

　思わず口から出ていた。

　美味しそうな赤身の肉から、油たっぷりの部位。食べたこともないところなど、興味は尽きない。

「じゃあ、実乃梨ちゃんの好きなだけ」

「はい」

　速水はすぐに注文してくれて、実乃梨ははっとした。

　こんな高い店で全種類を食べ尽くしたいなんて無謀なことを言ったら、速水が社長といえど、膨大な金額にならないだろうか。

　一晩でそれだけの大金を使わせていいわけがない。

　思わず放心してしまい肩を揺さぶられると、不思議そうに速水は実乃梨を見つめてきた。

「どうした？」

「そんなに沢山いりません！」

「なんで？」

「だって……申し訳ないから」

「気にしてるなら、ダイエットしたことを反省して欲しいな。好きな人が美味しいって言ってるところを見るのだって楽しみなんだ。無理に痩せようとして疲れたろうから、これは労いという意味で」

　にこりとキレイに微笑まれ、実乃梨は肉を見つめながらため息を吐いた。

「凄い種類のお肉……」

　またお腹が鳴ると、カウンター越しに目の前で店主が焼き始めた。

　ジュージューと美味しい音がし始めて、実乃梨の気持ちも嬉しくなってくる。

　皿に盛られると、美味しそうな赤身の肉がレアのままで出された。

　速水は先に塩で食べていて、実乃梨も真似して塩を付けて食べることにする。

「おいしいっ」

「じゃあ、どんどん焼いてもらおう」

　手が止まることなく、店主が焼いてくれ、実乃梨はたっぷりの肉を堪能した。

　たっぷり食べ終えて今度はシティホテルに向かう。

　チェックインをするとき、速水と実乃梨をフロントの人間が交互に見つめてきた。

（慣れないなあ）

　顔には出さないものの、どういう関係かを訝しまれることに思わず苦笑いしてしまう。

　速水は気にせず腰に手を回すのだが、フロントの美人から見れば意外に違いないだろう。

「行こう」

　手を引かれて部屋に向かうと、速水にそっと告げる。

「チェックインのとき、今後は少し離れててもいいですか？」

「どうして？」

「なんか、視線が痛いので」

「気にするなよ。ここのホテルがそういう態度なら、もう使わないだけだから」

「多分、そんなことしてたら、どこにも泊まれなくなるかもしれません」

「そんなに嫌だったら離れててもいい。でも、気にして自信をなくすのはやめてほしい」

「はい」

　実乃梨はいたたまれずに俯いた。エレベーターまでの道すがら、手を繋ごうとする速水の手にも、素直に答えることができなかった。

　丁度到着したエレベーターをいいことに、手から逃れるようにエレベーターに向けて駆け出してしまった。

　少し、不自然すぎただろうか。速水に不審に思われたかも知れない。

　そんな後ろめたさを感じつつ、エレベーターに乗った。エレベーターは二人きりだった。ドアがしまった瞬間、後ろから抱きしめられた。

「あ、ほんとだ痩せたな」

「えっ！」

「もう少しこのあたりのふわふわ感があった。やっぱ三キロはでかいな」

　速水はしみじみ言って、脇腹をむにむにと触り始めた。

「や、やめてっ。くすぐったい」

「俺が止めてなかったら、大変だったな」

「そう思うの、速水さんだけっ」

　二人、頬をこすり合わせながらくすくすと笑った。速水の柔らかな髪が肌を掠めるのがくすぐったくて心地良い。

「実乃梨ちゃんにはもっと、自信を持ってほしいなぁ」

　独り言のような口調で言って、速水は実乃梨の頭にキスを落とした。その間も、彼の手は実乃梨の横腹の肉を揉んでいた。

　実乃梨は喉元まで出かかった言葉を、既のところで飲み込んだ。

（速水さんは、私のどこが好きなの？　私の柔らかい身体だけが好きなんじゃないの？　だから、ダイエットを止めたんじゃないの？）

　聞いてみたい。けれど聞くのが怖くもあった。

　速水に愛されていることは感じる。けれど時折その愛は、この身体だけに注がれているのではないか、と思ってしまうのだ。

（速水さんは、私の内面を見てくれているの？）




　最上階に着くと、部屋に向かって歩きだす。

　ドアの前に立つと、速水が嬉しそうに実乃梨を抱きしめた。

　そして扉を開けると、眼前には夜景が見える部屋が用意されている。

「凄い」

　窓に向かって歩きだそうとしたときだ。

　速水に手を引かれて、ベッドルームに引き入れられる。

　態勢を崩して押し倒されると、速水と目があった。

「ちゃんと感触を確かめないと」

　胸を高鳴らせながら潤んだ瞳で小さく頷いた。

　拒否するつもりはない。

　服越しに胸をふにふにと触れられると、途端に甘美な感覚に苛まれる。

　声を我慢して下唇を噛んでいると、速水は先端を摘まんだ。

「んんっ」

「ほら、ダイエットなんてするから。素直になれなくなってる」

「こ、この状況をなんとかしようと必死で……ふぁっ！」

「いけないな。俺が実乃梨ちゃんを選んだ理由を分かってて、痩せようとするなんてお互いの為によくないだろう？」

　こりこりと服の上から弄られて先端を圧し潰される。

　すでに尖ったそこを刺激されると、下着と擦れるだけでも息が荒くなってしまう。

　淫猥な吐息に煽られて、実乃梨は蜜を溢れさせた。

　ふにふにと触れるだけのような優しい揉まれ方に焦らされて、腰が勝手にくねってしまう。

「んっあぁあ」

「感じてるってことは感度に影響はないね？」

　ぷちぷちとブラウスのボタンを外されていくと、ブラを剥ぎ取られてしまう。

　ぷるんと露わになった胸に速水は満足気に目を細めた。

　そして、たわわな胸を鷲掴みにされる。

「あっん！」

「感度も問題ない。でも、ちょっと痩せたような気がするな」

「三キロ……だけ……で？」

「そう。もう少し太ってもいいかも」

　速水は自信たっぷりに言うが、実乃梨は混乱しそうになる。

　今のままでも他の女子より横に大きいのに、まだ太れと言うのだ。

　速水は実乃梨にふわふわした感触しか求めていないように思えてくる。

（これって、身体だけって意味じゃない？）

　ふと疑問になってしまうと、速水が嬉しそうに胸を揉んでくるのに、困惑を覚えてしまう。

　いつもなら甘美なしびれをもたらすそれなのに、ひりひりするような感覚に戸惑いが混じる。

　先端を摘ままれて激しい刺激を受けて、腰が跳ねた。

「あんっ！」

「どうかした？」

「う、ううん」

「もう繋がりたいんだけど、いいかな」

「えっ……」

「だって、実乃梨ちゃんの中って気持ちよくてさ」

（やっぱり、身体のことだけ）

　小さく頷いて答えるが、胸中は複雑だった。

　彼が求めているのは自分の豊かな胸や身体に身を埋めることだけで、実乃梨の内面には目を向けられていない。

　カチャカチャとベルトを外す音が聞こえてきて、実乃梨は思わず身を竦ませる。

　今まで無防備に身体を許していた自分が情けないような想いだ。

　大きく足を広げさせられると、履いていたスカートを脱がされ、下着も丁寧に脱がされる。

　すぐに下半身裸になると、秘丘に指が這った。

「んっんっ」

「蜜が溢れてる。少し弄っただけなのに」

「だ、だって……速水さんに弄られると、身体が勝手に」

「じゃあ、もっとよくならないとダメだね？」

　スラックスをくつろげて、男根が引き抜かれるとパッケージを開けて避妊具が装着される。そして膝立ちになって腰を落とすと蜜口にあてがわれた。

「んっ」

「入るよ？」

　言われた途端に、熱が体内に侵入してくる。

　猛りがゆっくりと内壁を擦り始めると、途端に甘い声をあげてしまう。

「あっあっ……入ってくる……やぁ……」

「奥まで入れるよ？」

「やあ……っ！」

　羞恥で満たされると、蜜が溢れて止まらない。

　じゅぷっと水温を立てながら、奥まで貫かれる。

　最奥まで到達すると、子宮口の入り口付近で熱が止まった。

「あっ……そこ、やぁ……動かないで」

「だめだよ。実乃梨は快感が怖いみたいだからね？」

　腰を使われると、一気に頭の中が何も考えられなくなる。

　入り口を思いきり突かれて、隘路が快感に震えて思いきり締まる。

　淫靡に喘ぎながら、速水の背中に爪を立てていた。

「あっあっ！　あぁん！」

「凄い締まる。感じてる？」

「奥で、速水さんを感じるっ」

「じゃあ、最後まで」

　ズンズンと突かれて、腰も勝手に揺らめいてしまう。

　猛りが腹の奥で抜き差しされると、膣壁を擦り上げる度に身体が戦慄いた。

　頭の中が蕩けていくと、胸を思いきり鷲掴みにされる。

　一気に頂きを昇り詰めてしまうと、腰をがくがくと震わせた。

「あっ……あっ……あぁ……あん！」

　その途端、速水が苦し気に顔を歪める。

「俺も限界」

「やぁぁ！」

　ぎゅっと手を握られると、宙送が激しくなり息も出来なくなってしまう。

　その途端に、腹の中に白濁が放たれた。

　速水が上に倒れこみ、ふたりで朦朧としながら息を整える。

「ダイエットしちゃダメだから」

　息を弾ませながら言われて、実乃梨はうんうんと頷いた。

「もうしない」

「実乃梨ちゃんの身体を大切に思ってるのは、俺だけだと思うから」

（身体……）

　言われて、切なく胸が痛む。

　恋人同士だと言われているが、その前は人間抱き枕だ。

　本当に恋愛の感情があるのかだって分からないまま、彼女になっている。

「ね？　だからもう一回しよう？」

「うん……」

　気持ちがあやふやなまま、その晩、速水に抱かれ続けた。

　スヤスヤと眠りに落ちる時は速水にぎゅっと抱きしめられ、抱き枕としての役割も果たした。
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（頑張らないと。私、速水さんに相応しい女性になりたい）

　家族のいる同僚から仕事を奪いとり、資料作成の為に残業をしていた。

　シティホテルで熱い夜を過ごして以来、実乃梨はダイエットをやめた。しかしただダイエットをやめるだけでは何となく落ちつかなくて、今はこうして仕事に精を出している。

　実乃梨なりに、速水の彼女として周囲に認めてもらおうと必死なのだ。

　周囲――、特に社内の人間に「速水にふさわしい女性」として認めてもらうには、仕事面で頑張ることが一番手っ取り早い。就業時間から二時間ほど経った頃、速水からメッセージが届いた。

『残業するの、俺は反対だな』

　またか、と思った。実乃梨が残業をするようになってから、速水はこうして不満めいたメッセージを寄越すようになっていた。

　会社で顔をあわせることは滅多にないが、恋人として付き合いだしてからというもの、速水の家で半同棲状態なので、夜には毎日会っている。

　残業のせいでエッチが極端に減ったのは確かだ。

　でも、仮にも社長なのだから、仕事で帰りが遅くなることも仕方がないと、理解してくれてもよさそうなものだ。実乃梨は「もう少ししたら帰ります」と簡潔なメッセージを返した。

　翌日も、残業をしているところに速水からメッセージが届いた。

『仕事は定時に終わるように、伝えてあるはずだけどな』

　さすがに言い返す言葉がなかった。本来の仕事量なら、速水の言う通り残業をする必要はないのだから。仕事を増やしているのは実乃梨自身だ。

　実乃梨は仕方なく仕事を途中で切り上げ、帰宅することにした。会社を出る時、これから帰宅すると電話したが、電話越しでも分かるほどに、速水の態度は冷たかった。

　まるで、実乃梨が仕事に没頭することを快く思っていないかのようだ。

　実乃梨にしてみれば、速水にふさわしい彼女になりたくて頑張っているのだから、冷たくされるのは辛い。

　帰宅早々、実乃梨はこのところ残業が多い理由を説明した。速水にふさわしい女性になりたい、自分に自身を持ちたいから、頑張っているのだと。

　しかし速水はいい顔をしてはくれなかった。どんなに言葉を尽くして説明しても、「残業をする必要はない」とその意見を曲げようとはしてくれなかった。




　そして、三日目の夜。

　実乃梨は、企画案の資料だけでも作成しようと、就業時間が過ぎた後もパソコンに向かっていた。

　残業と言っても、就業時間から一時間ばかり過ぎただけだ。資料はすでにそろえてあるし、後は見やすくまとめるだけだ。

　打ち込んでいき、図形を完成させ終えると、後は資料に書いてあることをかいつまんで打ち込んでいく。

　その時、スマホが振動した。

　見てみると速水だ。

『俺より仕事？』

　慌ててメッセージを返した。

『企画案を作ってました。すぐに帰ります』

『頑張りは認める。でも、家で待つ俺の気持ちにもなってほしいな』

『待たせてごめんなさい』

『実乃梨、今日は大事な話をしよう』

　嫌な予感がして顔を引きつらせる。

　ここ二、三日の速水のメッセージは明らかに残業に反対していた。

　すぐに帰らないことに、不信感を抱いているのかもしれない。

　猛然とキーを打つと、すぐに資料を作りあげてパソコンの電源を落とした。

　息を切らして速水の待つ家に帰ると、玄関を開けた途端、夕食のいい香りが鼻先をくすぐった。彼が作ったのだろう。

「ただいま」

「おかえり。実乃梨ちゃん」

　靴を脱ぎながら、速水が寂し気な顔をしていることに不安を覚えた。

　いつもはにこやかに迎えてくれるが、今日はそんな余裕もないように感じる。

「ご飯のいい匂いがする」

「そうだよ、実乃梨ちゃんが好きそうなものばかり作ったから」

「なんだろう」

　廊下を歩いてダイニングに向かうと、テーブルにはハンバーグやステーキ、美味しそうなケーキまであった。

　不安は杞憂だったかと思ったが、ちらりと速水を見れば落ち込んだ表情のままだ。

　鞄をソファに置いてジャケットを脱ぐと、努めて明るく言った。

「早く食べたいな」

「俺は今日、そんなに食べたい気分じゃない」

「じゃあ、私がぜーんぶ食べちゃいます」

「いいよ。実乃梨ちゃんが食べるといい」

「……うん」

　ご機嫌を取ってみても、速水が明るくなる様子はない。

　席についても、速水は視線を落としたままだ。

　嫌な予感がしてきて、思わず自分から切り出した。

「あの、何か話があるんですよね？」

「ある。実乃梨ちゃんは、俺より仕事が大事なんだろう？」

「違うの、それにはわけがあるんです。昨日も説明したでしょう？　速水さんにふさわしい彼女になりたくて――」

「俺にふさわしいって？　前にもそんな理由でダイエットしたよね。実乃梨ちゃんはどうしてそのままの自分でいいって思わないの？」

「だって、社内の人に、私が速水さんの彼女だなんて、釣り合わないって思われてるんです。このままじゃ速水さんにとっても申し訳なくて……」

「俺が、君の社内評価を知らないと思ってる？」

「え……」

「資料作りは丁寧だし早い。積極的に仕事もしているし、会社にはなくてはない存在。そう聞いている。そんな君が、俺に釣り合わない？　そんなこと、言っている奴が間違ってるんだ。それとも、役職が欲しかった？」

　実乃梨は首を振った。

　今までどんなに頑張っても、女性が役職に就くことはなかった。

　速水という若い社長の先代が、女性蔑視なところがあり、今でも簡単には昇給は出来ないような風潮がある。だが、速水に代わると少し和らぎ、働きやすくなったり、育児休暇や産休などの制度が取り入れられた。

　でも、まだ役職のある女性はいない。

「〝社長の彼女〟として、係長になりたくて頑張ってるなら、応援する」

「違うの。私は、速水さんにふさわしい彼女になりたくて」

「だったら、もう残業しないで、真っ直ぐこの家に帰ってきてほしい。それが、俺の本音だ」

　速水はそこで一旦言葉を切ると、息苦しそうにワイシャツの襟を開いた。

「でも、実乃梨ちゃんが頑張ってる姿を想像すると、そのまま係長になるのもいいのかも、とも思うんだ。その頑張りを邪魔する権利は、俺にはない。だから――別れよう」

「えっ……」

「もう、俺達は終わりだ」

「終わり……」

　実乃梨は目が点になった。

　改めて本気で好きだったんだと今になって気が付かされて、胸が痛んだ。

　なんとか繋ぎ止めることはできないかと考えるが、彼の表情は冷めていた。実乃梨の残業が増え始めたことでずっと、別れを考えていたのかも知れない。

「私、速水さんの為に頑張ってて」

「分かってる。でも、実乃梨ちゃん仕事楽しいだろ。それに実乃梨ちゃん……俺に抱かれてるとき、困惑してる」

「そんなこと言われても、私、速水さんが初めてだし。身体のことしか褒めてもらったことないから。身体に触られる度、この身体だけが好きなのかな、とか色々、考えちゃって……」

　思わず言うと、速水の顔が強張った。

「俺、実乃梨ちゃんの身体が目当てなんて、思ったことないよ。そんな風に思われてたなんて気づかなかった」

　実乃梨は速水を傷つけたことを後悔した。

「待って……」

「俺、家でずっと実乃梨ちゃんのこと、待ってたんだ。どうしたら喜んでくれるかとか、仕事の疲れをふたりで取りたいとか。実乃梨ちゃんのこと、本当に真剣に考えていたんだよ。だけど君は、俺のこと少しも考えてくれてなかったんだ」

「私だって、真剣に考えてた。真剣だから……こんなに頑張ったんじゃない！」

　気がついたら声を荒げていた。

　努力して痩せたことも、仕事を頑張ったことも、全ては速水を思ってのことだ。なのに速水は、実乃梨の頑張りの全てを否定している。

　それに、速水は実乃梨のどこか好きかといえば、身体の触り心地ばかりを褒めていた。

　こんな風にすれ違うのは当然のことだと、実乃梨には思えた。

「もういいです。別れます」

　実乃梨は、ダイニングを飛び出した。

　自分の努力が、速水にとってはいらない努力だったのだ。

　たとえ努力が実らなかったとしても、速水にだけは認めて欲しかったのに。

「もう知らない」

　独り言を言うと、速水の大きな戸建てから逃げ出すように去った。
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　社長室のデスクで休憩をしていた速水は、コーヒーを飲みながら実乃梨のことを考えていた。

　今頃は何をしているだろう。もちもちの二の腕を触りたい。最後に触ったのはもう一ヵ月ほど前のことだ。

　実乃梨に勢いで別れを告げたものの、速水の気持ちは整理できていなかった。

　こうして距離をおいてみて改めて思うことは、果たして実乃梨は、自分のことを本当に好きでいてくれているのだろうか、ということだ。

　考えてみると、実乃梨から改まって好きだと言われたことはない。彼女の口から好きという言葉を聞くのは、エッチの最中だけだった。

　それは快楽に流されて言った上辺だけの言葉かもしれない。

　ダイエットだって残業だって、彼女は速水のために、と言っていたが、突き詰めれば彼女自身のための行為でしかない。だって、速水はそれを望んではいなかったのだから。

（でも、実乃梨ちゃんをそうせざるを得ない程に追い詰めたのは、俺だ）

　頭を冷やした今なら、速水にも分かった。実乃梨を変えてしまったのは自分だと。

　実乃梨はもともと、自分の体型に対して卑屈な感情を抱いてはいなかった。太ってはいてもそれは自分の意志だと、ありのままの自分を大切にする女性だった。

　その彼女が、周囲の目を気にして太っていることに罪悪感を覚えるようになったのは、速水が二人の関係を考えなしに社内に公表したせいだ。

　周囲から向けられる好奇の目に曝された彼女が、自信を取り戻すために様々な努力を試みるのは当然のことだった。

　それにも関わらず、あの夜、速水は実乃梨の努力の全てを否定した。取り返しのつかない傷を彼女に与えてしまった。

（俺が悪いのに、別れようなんて言って。最低だ）

　速水は項垂れてしまうと、スマホをそっと取った。

　実乃梨を失ってからというもの、よく眠れていない。意識がぼんやりする。

　秘書に命じて濃いめのコーヒーをお願いしているが、あまり意味はない。

　今まで実乃梨という抜群の安心する抱き枕があったのだ。

　速水は何か代わりの抱き枕はないかとネット検索してみるが、何も見つかることはない。

　本物のふわふわした抱き枕で代用してみても、意味はないのだ。

　手触りがふわふわではなく、実乃梨の温もりを感じていないと眠れない。

　速水はぎゅっと目を瞑る。

　医務室で初めて実乃梨に触れた瞬間、速水は運命めいたものを感じた。それだけ彼女の身体は速水の腕に馴染んだのだ。柔らかな弾力となめらかな肌。そしてふんわりと香る甘い香り。彼女が腕の中にいるだけで、それまでの不眠が嘘のようにぐっすりと眠ることができた。自分でもどうかしていたと思うが、初対面だと言うのに気がついたら、抱き枕になってくれと頼んでいた。

　始めは確かに身体目当てだった。しかし彼女の自分を大切にする姿勢や、人に尽くすことを厭わない優しさ、そして今時珍しいくらいの純真さに、心惹かれた。

　一緒に過ごしてやすらぎを得ているうちに、幸せそうにほほ笑む彼女の姿に心が満たされていった。

　でも、自分の心の安寧と実乃梨の幸せがイコールかは速水には分からない。

　実乃梨の幸せはもしかしたら、速水に愛されることではなく会社に認めてもらうことかもしれない。

（ああ。俺には彼女を縛り付ける権利はない。早急に別の抱き枕を探すべきかな）

　自嘲気味にそんなことを考え、スマホを操作しながら、手ごろな女性がいないか探そうと試みた。

　結婚まで考えた彼女に振られてから実乃梨に会うまでの間、速水は様々な女性と関係を持った。寂しさを紛らわせるための、後腐れない一夜限りの虚しい関係だったが、あのがらんとした家に一人で眠るよりはマシだった。実乃梨を失った今、またあの頃の生活に戻るしか、もう道は残されていないと思った。しかし、そんな気はすぐに失せた。

　もう、実乃梨彼女と出会う前のように軽い気持ちで女性と付き合うことなど、できそうにない。

　そんな時だ。

　ドアがノックされて、秘書課の青山が入ってきたのは。

　彼女は一礼して顔をあげると、にこりと微笑んだ。

　黒髪をひとつにまとめて、ベージュのタイトスカートに白のブラウスを合わせた彼女は、速水の社長就任以降、秘書として仕事の補佐をしてくれている。知性を感じる控えめなメイクで、清潔な印象の彼女だが、そんな印象を裏切る豊満な胸が特徴的だった。

「決めた」

　速水はごくんと生唾を呑んだ。

　青山を見れば、不思議そうに自分を見つめている。

「ちょっと話がある」

「私にですか？」

「君にしか頼めないんだ」

　速水は胸がきゅっと痛んだが、青山をじっと見据える。

　断る理由はないと思うし、酷いことをするつもりはない。

　青山は目を潤ませながら、自分を熱っぽく見つめてくる。

「なんでしょうか？」

　ほっそりした顎と、長いまつげ、くびれたウエスト、バランスの良い体型を思わずチェックしてしまう。

　誰がなんと言おうと、青山で間違いないはずだ。

「このまま、話を聞いて欲しいんだが。時間は平気か？」

　含みをもたせた艶っぽい表情を浮かべて顔を覗き込むと、青山は頬を染め上げて小さく頷いた。

　速水は胸がちくちく痛むので、思わず眉間がひくついてしまう。

（こうしないと、仕事に支障が出る。それだけだ）
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「ねえねえ聞いた？」

　竹下がにやにやしながら実乃梨に近づいてきた。

　速水から別れを宣言されてから、一週間が経とうとしている。

　あれきり連絡はぷつんと途絶えて、実乃梨からも連絡はしていない。

　社内で会うこともなく、彼が今何をしているのか把握することは難しかった。

　でも、スマホの中から連絡先を消すことは出来ず、仕事に没頭する日々が続いている。

「何をですか？」

「速水社長。恋人募集らしいよ？」

「えっ！」

　身体から血の気が引いた。

「あなた、速水社長と付き合ってなかった？　もう別れたの？」

「色々あって、冷却期間が必要だと言われたんですけど。もう他を探してるなら、私はいらないってことですね」

　実乃梨は淡々と言ったつもりだが、声が震えていたかもしれない。最後に見た速水の苦しげな顔が脳裏をよぎってしまう。

「へぇ。随分と身勝手な話ね。まあ、秘書課と総務課は嬉しい知らせだろうけど」

「そうでしょうね」

「それでいいの？」

「だって……」

　私には関係ない、と突っぱねたかったけれど、だめだった。竹下のきれいな顔に真剣に見つめられ、実乃梨は観念した。

「よくない、けど……彼女募集に別れた彼女が名乗り出ていいわけないですし」

　肩を落として落ち込んだ。竹下が肩をぽんと叩いて慰めてくれる。

　結局、別れを前にあれこれと不満を述べられたが、あれは全て口実に過ぎなかったのだろう。自分は遊び相手でしかなかったのだと理解した。速水の変わり身の早さが、それを物語っている。

　ただ、太っている自分を認めてくれた人だけに胸が軋むように痛い。

「また次があるって。実乃梨、痩せたら美人だろうけどなあ」

　竹下はそう言うが、もうダイエットをする気にはなれなくなっている。

（最初は人間抱き枕からでも、いつかまた、良い人が現れるかも）

　そんな淡い期待を抱いてみたが、正直なところ当分の間は恋愛は遠慮したい。速水のようにさっさと切り替えることなど、実乃梨にはできそうになかった。

　そんな時、スマホが振動して速水からかと思い確認してみれば、高校の時の友人だった。

　気分転換に休憩室に行こうと、スマホを持って立ち去る。

　窓際のカウンターでこっそり中を確認すると、その友人のメッセージの内容に驚いた。

　なんと、高校時代に淡い恋心を寄せていた彼が、実乃梨を探していると言うのだ。

（なんで？　ちょっと気になる）

　思わず返事を返すと、すぐに返事が来た。

『好きだったらしいよ、実乃梨のこと』

　その言葉に実乃梨は思わず頬を緩めた。

　もちろん速水と別れたばかりのこの状況で彼に心が傾くことはないが、当時両思いだったのだという事実は、今の傷心の実乃梨には救いのように感じられた。

『ありがとう。昔のことでも嬉しいって伝えておいて』

　伝えて、と書いたのは会うつもりがないからだ。もっと時間が経って、速水とのことが良い思い出として消化できれば、会う気も起こるかもしれないが、もう男性は懲り懲りだ。仕事に専念したい。

　この話は終わりとばかりにスマホの画面を消してデスクに戻ろうとしたところで、再び手の中でスマホが振動した。

『実乃梨と、結婚を前提とした真面目な付き合いがしたいって言ってるの』

「えっ……」

　高校を卒業して以来、彼とは一度も会っていない。連絡だって取っていないというのに、なぜこのタイミングで「結婚を前提として」なんて言い出すのだろう。

（初恋を懐かしんで？　それとも、年齢的に焦って、私ならまだ売れ残ってるだろうとあたりをつけたってこと？　どっちにしろ飛躍しすぎ……）

　現在の実乃梨を知らないのに、どうしてそんなことが言えるのだろう。

『そんなこと言われても困る』

　やんわりと断ったつもりだったが、続く友人のメッセージを読むが、実乃梨の真意は伝わらなかったようだ。

『とにかく、考えてみて。丹羽くんのこと』

　メッセージはそれで途絶えて、現在の丹羽の連絡先が添付される。

　間違えてメッセージアプリに登録でもすれば、好意があると勘違いされそうで、そのまま実乃梨はほったらかした。

　しっかりしないといけないと思い、すぐに席に戻ると遅れていた資料を作りを猛然と始めた。

　今は新商品発売の為に、営業部は忙しいのだ。

　席に座り頬をパチンと叩くと、パソコンに向かって新商品の簡単な説明と使い方についてまとめていった。

　実乃梨の資料を使って、取引先とプレゼンしたいという営業が多く、ぼんやりする暇はなかったはずなのだ。

　特徴や使い勝手の良さ、色のバリエーション、単価などを書いていくと実乃梨はまたぼんやりとした。




「彼女、秘書課で作ったってねえ。青山さんっていう人」

（秘書課！）

　情報通の竹下が、そんな噂を実乃梨に囁いたのは、速水との別れから一ヵ月が過ぎようかという頃だった。

　思わぬことにくらりとした。実乃梨が一番苦手とする部署の人間だ。

　自分が嫌われているせいか、秘書課の女子とは顔を会わせたくはない。

「そうですか」

「あれ？　気にならないの？」

「もう、終わったことですし」

「そう。嫉妬しないなんて、心が広いなあって思う」

「そういうわけではありませんけど」

「青山さん、エッチしてるんだって。毎日毎日激しく」

「えっ！」

　さすがに驚いて、実乃梨はキーを打つ手を止めて竹下を見つめた。

「あの、それ本当？」

「疑ってる？　それとも、嫉妬？」

　竹下がにやにやしながら実乃梨を見つめている。

　面白おかしく冷やかしているのかと、呆れてパソコンのキーボードを打ち始めた。

「からかわないでください」

「だってえ。でも、噂は本当よ。青山さん本人が言いふらしてるみたいだけど、なんだかおかしいのよねえ。付き合い始めが曖昧だし毎日毎日激しくってわりには、ふたりが社内でイチャイチャしたところもみたことない。青山さん、帰りはひとりで帰ってるらしいし」

「はあ」

「はあじゃなくて。本当に、気にならないの？　このまま終わっていいの？」

　竹下がずいっと顔をさらに寄せるので、実乃梨は思わず後ろにのけぞった。

「もう仕事に戻りましょう？」

　実乃梨は肩を竦めた。

　速水に新しい彼女ができても、実乃梨には何を言う権利もない。けれど、できれば青山が言いふらしているという噂は嘘だと思いたかった。

　こんな身勝手な感情を抱いてしまうなんて、情けない。思わずため息を吐いた。

（こんなこと考えている場合じゃない。私は仕事を頑張らないと！）

　慌てて仕事に戻り、猛然とキーを叩きだした。










９











　定時にオフィスを出ると、エントランスを抜けた道路に速水の車が停まっているのが見えた。

　青山を待っているのだろうか。実乃梨はうつむき、速水に見つからないようにと足早にその場をさろうとした。

「実乃梨ちゃん！」

　聞き慣れた声に名前を呼ばれた。思わず振り返ると、車から降りた速水が実乃梨に向け、大きく手を振っていた。

　実乃梨はその場で頭を下げた。すると速水が大きな声で「こっち来て」と呼ばれる。

　周辺には帰宅途中の社員が大勢いて慌てた。彼らが二人の関係をどこまで知っているのかは実乃梨にはわからないが社内の噂では「速水の元カノは実乃梨で、速水は今青山と激しいエッチをする仲」という事になっているはずだ。

　実乃梨は恥ずかしくなって、急いで速水へと駆け寄った。

「ちょっと、やめてください！」

「だって、実乃梨ちゃんが俺を無視するから」

「無視なんてしてません」

「嘘だな。俺の車、気がついていただろ？」

　自信ありげに問われ、言葉に詰まる。速水が勝ち誇ったように笑うのが頭上で聞こえた。

　とりあえず乗って、という速水の言葉に従い助手席に乗り込むと、速水は少しだけ車を走らせ、会社裏の公園の路肩で車を止めた。

　エンジンの音が切れると、車内はにわかに静かになった。

　速水は何も話さないので、二人きりの狭い空間は息苦しく感じる。

　実乃梨は話題を探して口を開いた。

「あ、青山さんと……あっ」

　言ってから後悔した。なぜ今彼女の名前を出してしまったのだろうと頭を巡らせるが答えは出ない。

　これでは、噂を気にしていると言っているようなものだ。

　しかし実乃梨の後悔など気づかぬ様子の速水は、サラリと答えた。

「ああ。妙な噂を早速流してくれたな」

「知ってるんですか？　噂のこと」

「知らないわけないだろ」

　速水は何故か楽しげに言って、車のエンジンを掛けた。

　車が、夜の道を走り出す。

「あの、本当ですか？　毎日毎日って」

　まっすぐ前を向いて運転する速水の横顔を見つめて問うと、速水はまたくすくすと笑った。

「それって、嫉妬か？」

「嫉妬？」

「だって。実乃梨ちゃんにはもう関係ないことなのに。なんでそんなこと知りたがるの？　実乃梨ちゃんて、そんなに噂好きだった？」

「そう、ですけど……」

「ねぇ、なんで気になるの？」

　実乃梨は言葉を失い、唇を噛んだ。速水の言うとおりだ。もう別れたのだから、速水が誰と何をしようと実乃梨には関係ないことだ。実乃梨に説明する義務は、速水にはない。

　だけど気になるのだ。

「だって……私まだ、速水さんのことが好きだから」

　覚悟を決めてそう言った次の瞬間、速水が嬉しそうに目を細めた。

「ほっとした。実乃梨ちゃん、俺のことまだ好きでいてくれて」

「えっと？」

「根も葉もない噂に嫉妬しちゃうくらい、好きなんだ」

「え……。は、はあ」

　思ってもみない言葉に、頬が勝手に染まっていく。

「……え、あれ？　根も葉もない、噂？」

　実乃梨の頭に疑問符が次々と浮かんでくる。しかし速水はそれ以上答えようとはせず、上機嫌に鼻歌を歌うばかりだった。




　車はビル群に向かい、人が少しまばらになると、滑らかに駐車場に止められた。

　速水がそっと、実乃梨の唇に口付けた。実乃梨はそれを、受け入れた。

「さっきの答え。青山さんとは何もないよ」

「え？」

　思わず目が点になる。

　固まる実乃梨の頬に、速水の唇が触れた。

「うんうん。額も柔らか」

「ごまかさないでくださいっ」

　実乃梨は速水を押し戻した。

　自分の気持ちをもてあそばれているような気分になってくる。

「ちゃんと説明してください」

　速水は背にもたれながら、シートベルトを外した。

　そしてネクタイを外してシャツのボタンをひとつ、ふたつ取ると首元をはだけさせる。

　思わぬ色気を感じて、視線を彷徨わせた。

　久しぶりに見る速水の肌にぞくりとさせられて、顔を背ける。

「したくなる？」

「違いますっ」

「じゃあ、顔逸らすことないだろ？」

「話が逸れてます。青山さんの噂は本当なんですか？」

「彼女には、実乃梨ちゃんを振り向かせる為に、手伝ってもらっただけだ。彼女、別の会社に彼氏いるから」

「え……？」

　思わぬ言葉に目が点になる。

　秘書課と総務課はみんな速水の虜だと思っていたが、そうじゃない人もいることに驚いている。自分が少し嫌がらせされたせいか、余計に全員速水が好きで仕事より恋愛なんだろうと思い込んでいた。

　でも、それは一部のようだ。

「じゃあ、青山さんをけしかけて？」

「そう。だって、実乃梨ちゃんが本当に俺のことを好きなのか、分からなくて。彼女有能だからさ。どうしたらいい？　って実乃梨ちゃんのこと相談したら、すぐに答えてくれて。実乃梨ちゃんと付き合い直す為には何が必要かってことを相談したら、色々と手を焼いてくれたわけだ」

「え、じゃあ、恋人募集中って噂も？　青山さんとの激しいエッチの噂も？」

「実乃梨ちゃんの反応を見るために決まってるだろ？」

　速水は悪戯っ子のように笑う。

　そんな笑みを見せられて、胸が思わず跳ねてしまった。

　自分の為にここまでしてくれる人は今までいない。

　実乃梨の気持ちが知りたくてこんなことまでしてくれた彼を、信じないわけにはいかない。

　車は滑らかに走りだすと、シティホテルに向かって走りだした。

　実乃梨は今まで打ち明けていなかったことを、言うべきだと決意して、胸元をぎゅっと抑えた。

　速水はきっと、実乃梨がまともに恋もしていないと思っているかもしれないだろう。

　でも、実は高校生の頃、彼氏のような友達がいた。

　その人の存在に今でも助けられている。

「速水さん。あの、私、高校生の頃、友達以上恋人未満の男の子がいて、実乃梨は太ってても可愛いよって言われたことがあって、それ以来、いつか認めてくれる人がいるって信じてたんです。でも、それはかなり年の離れた人だとか、体型が好みだとか、そういう人なんだろうなって思ってました。速水さんみたいに、本気で好きになってくれたのは初めてで。困惑してます」

　速水は静かに聞いていると、目を細めた。

「つまり、そいつが心の支えだから、俺はいらないってことか？」

「そうじゃなくて。速水さんが大事です！　でも、こんな本気の気持ちって嬉しくてどうしたらいいのか」

「比べるまでもなく、俺を好きでいてほしい。そいつはもう過去の人間なんだから」

　実乃梨は小さく頷いた。

　支えになっていた言葉は大事だし、彼は微妙な立ち位置で自分の傍にいてくれたのは事実だ。

　困惑したからといって速水に言う必要はないのだが、好かれていると感じたからこそ、胸の内に秘めておけなくなったのだ。

「今日はたっぷり実乃梨ちゃんを堪能させてもらう」

「えっ」

「明日は半休取ってもらおうか」

「な、なんで急に」

「実乃梨ちゃんの頭の中を俺で埋め尽くすには、それくらい時間が必要そうだからだ」

　顔をひきつらせつつ、胸はときめいていた。

　好きになった人から存分に愛されているのを感じる幸せがこんなにくすぐったく温もりを感じるものだとは思わなかったのだ。

　それは他の誰かに与えられることがあっても、実乃梨にはそんな幸せはないと思っていた。

　車はエントランスに付けられると、すぐに鍵をベルボーイに渡して車を移動させてもらう。

　急ぐように部屋に向かうと、用意された部屋に向かう。

　扉を開けた途端に、広々としたリビング付きの部屋に息を飲んだ。

「広い。こんな広いところ、急に平気なの？」

「ああ。明日の朝以降もいるんだから」

　歩きだそうとすると後ろからぎゅっと抱きしめられる。

　そして髪の毛を掻き分けられて首筋にちゅっとキスを落とされた。

　甘い痺れとともに、口付けはそこら中にちりばめられていく。

「あっふぁ……やめ……」

「キスされるだけでも感じてるのか？」

　実乃梨は首を横に振ったが、蜜が溢れて止まらない。

　スカートを捲られて下着越しに確認されるとじゅっと蜜が漏れるのを指先で見つけられてしまう。

「こんなにしてる。今日は何か原因でもあったか？」

「な、ない……」

　逃げるように歩きだすがぎこちなく進むばかりで、ソファにふたりでもたれながら倒れ込んだ。

　態勢を整えているうちに、スカートが捲りあげられて下着をはぎ取られる。

　蜜が糸を引くと速水はにこりと口角を上げる。

「こんなにしたの、初めてじゃないか？」

「や、やめて。違うんです」

「今も溢れて止まらない」

　足をソファの背に乗せられると、指をいきなり二本突き入れられて、思いきり掻き交ぜられる。

　ぐちゃぐちゃという激しい水音がすぐに部屋中に響いた。

「やぁあ……あぁっ……！」

　指は内壁を擦ったり、めちゃくちゃに混ぜ捏ねたりして、すぐに意識が朦朧としてくる。

　すると、服の上からたわわな胸を鷲掴みにされた。

「あっあっ！」

「服の上からの方が、擦れて感じるだろ？」

　顔を横に振るが、先端を見つけられて捏ねられると羞恥で満たされる。

　焦らされているような感覚にもなるのに、快楽がじわじわと押し寄せてくるのだ。

「ちゃ、ちゃんと……触って？」

　息を弾ませながらお願いすると、速水は首を振った。

「もう一回言って？」

「な、なんでっ……ふあぁっ……あぁっ……」

　すでに胸も膣も犯されている為、今にも果てそうな状態ではあった。

　でも、布の隔たりがあるのがもどかしくてたまらない。

「まだたっぷりするから、実乃梨ちゃんが困る顔も、一度くらいは見たいな」

　意地悪く言われてから、蜜壺に指が強引に三本入り抜き差しされる。

　水音が響いてきて、頭の中が蕩けてきた。

「や、やぁ……あぁああ！」

　勝手に腰が揺れて物欲し気な顔をしてしまう。

「あっあっ！」

　布越しに胸を揉まれて、先端を摘ままれた。

　すると服が片手ではぎ取られてブラがずらされる。

　豊満な胸に速水が触れると、電気が走るように身体がピリピリした。

「あぁあっ！」

「締まりがすごい。指がきついな」

　先端を何度も圧し潰されると、快楽の坩堝に飲まれてしまう。

　そして、蜜壺に入る指が快感のスポットを探りあてて何度も刺激し始めた。

　その刹那、腰を震わせて果ててしまった。

　身体がひくひくして何も考えられないでいると、蜜で塗れた指を速水はペロリと舐めている。

　そしてスラックスをくつろげて男根を引き抜くと、実乃梨の足を思いきり開いてくる。

　腰を落としてくると、猛りがゆっくりと入ってきた。

　熱を感じて目を開くと、内壁を擦りながらゆっくりと最奥をめざして進んでいる。

　一気に貫かれると、実乃梨は熱を直に感じていることに気が付いた。

「あっ……。今日、何もつけてないの？」

「責任取るって言っても、信じないか？」

「……」

　実乃梨には、一瞬なんのことかわからない。

　彼のその言葉を誠実だと取ればいいのか、それともただやりたかっただけだから、言い訳をしたと取ればいいのか。

「いやなら付ける。俺は実乃梨を大切にしたいから」

「速水さんは、どうしたいの？」

「温もりを直接感じたい」

　言われてみれば、いつもよりずっと近く感じる。

　脈打つさまも、ひくひくして腹の中で蠢いている感じもダイレクトに伝わった。

　速水との気持ちも確認したのだし、実乃梨は思い切って決意することにする。

「このまま続けてください」

　すると、激しい抜き差しが始まった。

　最奥をズンズン何度も付かれる度に激しい快楽に一気に飲み込まれるような感覚だ。

　隘路がきゅっと締まると、速水も切なく声をあげる。

　内壁を擦りあげながら、子宮口を刺激するように思いきり突き上げられた。

「あっ……あっあぁ！」

「いつもより、ずっと締まる」

「奥がアツイです」

「このまま……イキたい……」

　朦朧とする速水の言葉に、思わず頷いていた。

　速水なら自分を裏切ることはないと信じている。

　少なくとも、今は頭の中が速水でいっぱいだ。

　その刹那腹の奥に熱が飛散した。

「あぁっあっ！」

　初めて感じる熱に戸惑いつつ、実乃梨は速水に抱き着いた。

　とめどなく溢れるそれを受け止めきれずに、足を伝い落ちてくる。

　速水も息を荒げながらたっぷりと注いできた。

「愛してる、実乃梨」

「私もです、速水さん」

　ふたりでお互いに見つめあってキスをすると、実乃梨は恍惚の笑みを浮かべてしばらく動けなくなって抱き合っていた。
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（速水さん、今頃何してるかなあ）

　思いきり抱き合ってから三日後。

　実乃梨はすっかり抜け殻のようになっていた。

　ホテルでは散々抱き合い、実乃梨も体力の続く限り応じていた。

　甘やかされ放題で、部屋で取った朝食はお互いに食べさせ合い、そのもつれでまたエッチ。

　夢のような時間だったのだ。

　実乃梨に現実を忘れさせるには充分なわけで、しかも結婚の二文字まで浮上する。

　速水は口ばかりでなく、どんな式場で結婚式を挙げたいか、指輪はどんなものが欲しいか、具体的なことを聞いてくれる。

（仕事頑張らないと、この資料明日までだって言われてるんだし）

　なんとか奮い立たせると、スマホが振動した。

　見れば、速水だ。

『昼ごはん一緒に食べないか』

　実乃梨はにんまりと微笑み、ＯＫマークのスタンプを送る。

『じゃあ、営業部に迎えに行く』

『待ってる』

　思わずため息を吐いて、また手が止まる。

　その時、またメッセージが来た。高校の友人からだった。

『丹波くんに、連絡した？』

　丹羽と聞いて、一瞬誰だろうと思った。

　頭の中が速水のことでいっぱいで、初めて自分を認めてくれた人の名前すら、忘れていたのだ。

『ごめん、忘れてた。それに私、連絡できない。今の彼氏と結婚するから』

　はっきりとした態度を取らないと良くないと思い、完結にそれだけを送った。

　すると、竹下がいつの間にか隣にいた。

「何にやにやしてるの？」

「ああ、いや。モテ期がきてしまいまして」

「どういう意味？」

　竹下は眉をぴくんとあげながら、自分の話を真剣に聞いてくれる。

　惚気話で悪いと思いつつ、丹羽の話を思わずした。

　すると竹下はにやにやし始める。

「気を付けたほうがいいよ、その丹羽って人。会わない方がいいって」

「速水さんいるし、会うつもりないですけど」

「でも、勝手に会いにくるかも。そもそも高校生の頃の淡い恋を覚えてて急に結婚って、結構やばいでしょ」

「そうかな。ロマンティックなような気がしますが」

「やばい」

　にんまりしている実乃梨とは裏腹に、竹下は腕組みして厳しい顔になる。

　確かに、言われてみれば実乃梨は恋だと自覚すらしていないまま、今に至る。

　いきなり求婚なんて話が出来すぎなような気もするが、丹羽が悪いことを考えているようにも思えない。

　それに、会うつもりもないのだから。

「速水さんに甘えて、さっさと結婚する。それがいいって」

「そのつもりです」

「メッセージ消した？」

「ううん」

「早く消した方がいいよ」

　言われて、実乃梨はスマホを取り出してやり取りした内容を消す。

　速水に見つかっても嫌だったからだ。

　結局、竹下が席に戻るころには実乃梨も冷静になれて資料作りに没頭出来るようになっていた。

　終業時間になると、資料を営業部の人間に渡し、急いでエントランスに向かってエレベーターで降りる。

　到着すると、入口に速水が立っていた。

　しかし、その向こうに丹羽に似た男性がいるような気がするのだ。

（え……気のせい？）

　どうして丹羽が自分の職場のビルにいるのかと怖くなると、人混みに紛れて速水に駆け寄った。

「速水さん！」

　実乃梨は小声で言うと、すぐに袖を引いてビルから離れる。

　丹羽がかつての優しい男性には思えないのだ。

「なんだ？　どうした」

「早く車に乗せてください」

　慌てて言うと、速水は察して実乃梨の手をぎゅっと握ってくれる。

　そして停めてあった車に乗るとすぐに車が走りだす。

　ほっとしたのも束の間、今度はスマホが振動し始めた。

　見れば、見たこともない番号からの電話だ。

（まさか、丹羽くん）

　ぞわっと恐怖に粟立つと、スマホを握りしめながらなんとかやり過ごした。

「どうした？」

「以前話した、勇気をくれた人が。私と結婚したいって突然言い出して。さっきエントランスにいたんです」

「そして、今は電話がかかってきた。分かった。俺が対処する」

　速水は淡々と言うので、実乃梨は首を振った。

　忙しい速水に、自分のごたごたを押し付けるわけにはいかない。

「自分でなんとかします」

「俺の大切な彼女を勝手に横取りするような奴だ。容赦出来るわけないだろ」

「ごめんなさい、私、その人のこと良い人だって思い出しかなくて」

「昔は、そうだったのかもしれない。俺だってよくわからない女につきまとわれることはある。この手のことはほったらかしたらいけないんだ」

　速水ははっきり言うと、実乃梨は小さく頷いた。

　車は今晩はホテルには向かわず、速水の建てた家に向かう。

　ふたりで結婚式について話したり、今後のことについて話したりする予定だからだ。

　こんなことがなければ、楽しい時間だったのに、恐怖でぞっとする。

「大丈夫だ、実乃梨」

「え……」

（実乃梨って）

「今日は帰ったら何食べたい？　それとも、俺とふたりで何か作るか？」

「じゃあ、ふたりで焼肉を！」

「また焼肉か」

「こういう時は肉ですからっ」

　実乃梨はぐっと拳を握ると、モヤモヤしていた考えが少しだけ吹き飛んでいく。

　自分には速水がいるのだし、ひとりで悩むことはないのだ。

　車が家に到着すると、車を降りて家に到着する。

　すると、速水から抱きしめられた。

「俺がいるから」

　実乃梨は小さく頷いていた。

　家に入ると、着替えを済ませて、お互いにさっさとキッチンに立ち、ホットプレートの用意をしたり、野菜を切り分けたりして焼肉の用意をする。

　ダイニングテーブルに用意すると、霜降り肉が用意されて涎を口内に充満させた。

「いただきまーす！」

　肉を掬ってプレートで焼くと、もう止まらない。

「美味しい！」

「どんどん食べて」

「美味しいお肉って嫌なこと忘れさせてくれますね！」

　にやけながら肉を次々口にほおばっていった。

　速水は嬉しそうに自分を見つめているが、食べるペースはいつもより遅いような気がする。

　気になって勧めると、速水はにこりと微笑んだ。

「食べてるところを見るの、幸せだな」

「そうですか？」

「ああ。美味しそうだ」

　速水の言葉を聞きつつ、にんまりと取ってホットプレートで焼いていった。

　用意された肉をどんどん胃に納めていくと、丹羽のことなんていつの間にか忘れてしまっている。

　速水も実乃梨にたっぷりと肉を掬って取り分けてくれるから、手が止まることがない。

「そんなに食べれるわけがありません」

「そう言いつつ、食べちゃうんだろう？」

「まあ、残すのはもったいないので」

　皿に取り分けられた分を見てにんまりしてしまう。

　もうすでにスカートははちきれんばかりに余裕はないが、口の中で蕩けてしまうので食べても食べても飽きないのだ。

「ああ……。幸せ」

　頬を押さえながら、にこりと微笑んだ。

　速水はビールを呑みつつ、わずかに食べているだけだった。

　はっとして、実乃梨は慌てて彼の皿に取ろうとするが、すぐに「いらないよ」と言われる。

　仕方なく自分の口へ運ぶのだが、速水は何か考えているようだった。

「どうしたの？　速水さん」

　丹羽のこともあり、気になって訊いてみた。

　速水が食事を楽しまないで、ぼんやりするのは珍しいのだ。

「あの男、実乃梨と関係あるんだろ？　正直、驚いてる」

「え……」

「実乃梨はさ、甘えさせたいタイプで、あんな風に待ち伏せしたりしても喜ばないって分かるだろ？　何かあったら大変だし、明日は一緒に出勤、退勤だな」

「嬉しいです。私も、丹羽くんがこんな風に着けまわす人だなんて思わなかったから、ちょっと驚いてます」

　実乃梨は淡い思い出の中の丹羽を思い出した。

　自分の体型など気にせず、互いの距離感は微妙で、初めて異性で肯定してくれた人。

　そもそも、実乃梨の職場まで押し掛けるなんて、良いことがあるとは思えない。

「ああ、悪いな。もっと沢山食べて、忘れよう！」

　速水の言葉とともに、ふたりは残った肉を綺麗に食べていった。




「速水さん、丹羽くんがいる」

「やっぱりな」

　車で出勤すると、丹羽が入り口付近でウロウロしていた。

　大勢のスーツ姿の中、ジーンズにＴシャツとラフな格好だ。

　休みなのだろうかと首を傾げていると、入り口の壁にもたれてしまった。

　速水は地下駐車場に止める為にそのままやり過ごすと、嫌な汗が額に浮いた。

（なんでいるんだろ）

　丹羽がかつての想いを自分に告げる為に、通ってくれている。

　そう考えれば美談だが、平日の昼間、早朝から会社に来るのはおかしい気がする。

　駐車場に車が停められると、ほっと胸をなで下ろした。

「大丈夫か？」

「丹羽くんがいた」

「昼休みはどうする？　一緒に外に出るか？」

「そうしてもいい？」

　怖くなってお願いすると、速水は頷いてぎゅっと抱きしめてくれた。

　額に触れるようなキスをしてくれると、そっと離れる時に上目で恥ずかしさをアピールする。まだ外でされることに慣れていないのだ。

　逃げるように外に出るわけにも行かず、しばらくお互いに見つめ合っていると、そっともう一度抱き寄せられて口付けをされる。

「んっんっ」

　すぐに舌を絡めとられて、甘い声をあげていた。

　蜜がすぐに溢れだして足をもじもじさせてしまう。

「こんなところ、丹羽ってやつに見せたら大変だ」

「だ……め……あんな人に……」

　蕩ける頭で言うと、実乃梨のスカートは捲られる。

　そしてするっと下着越しに蜜が溢れていることを確認するように指が往復した。

「ふああっ」

「このまましたい」

「だめっ……人が来るし、仕事がっ」

「でも、こんなにしてる」

　ぬちぬちと布越しに蜜芽を捏ねられて、腰が勝手に跳ねてしまう。

　いやいやと首を振りつつ、ブラが先端と擦れる度に甘い声を上げていた。

　どうにかなりそうだと思っていると、口付けされる。

「ふあぁ……」

　口腔を丁寧に舐られて、どうしてこんな風になっているのだろうと蕩ける頭で必死に考えた。

　仕事では一切触れあうことはなかったのに、まるで箍が外れたように自分を欲しているように感じる。

「んんぁあ」

　れろれろと舐めまわされて、淫靡な声を上げてしまう。

　このままでは最後までされてしまう。

　会社で、丹羽がエントランスにいるのに無謀備過ぎると実乃梨は腕に力を込めて速水を押し返した。

　速水は悲し気な顔で自分を見てくるが、これ以上されたら実乃梨だって理性が飛んでしまう。

　人目があるところではこんなことをしたら迂闊だ。

「速水さん？　今日はもう仕事ですっ」

「あ、ああ」

　様子がおかしいと思いつつ、顔を逸らされてよくわからない。

　じっとりと濡れた下着を感じると、速水のことを受け入れる気持ちはあったのだと思う。

　でも、駐車場なんてと思うとさすがに抵抗感が湧いた。

「行きましょう」

　促すと、実乃梨は速水より先に車から降りた。
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「なんですか？　丹羽さん」

　速水は強引に呼び出されて、エントランスに設けられた簡易的な椅子に座っていた。

　丹羽のことは、実乃梨から言われる前に本人から知らされていて、元彼だと聞かされたのだ。

　実乃梨とはキスもして、たっぷりエッチもした仲だと説明されて、丹羽が嘘を吐いているのは分かった。でも、キスだけは否定出来なかった。

　だから駐車場で思わずキスをしてしまったのだが、その続きまでしたくなるとは、自分でも予想外だった。

　実乃梨のことを想うと、歯止めが効かない。

「これ。今日の駐車場での実乃梨とのキス写真と、その先のやつも」

　すーっとテーブルに何枚もの写真が出されると、速水は顔が引きつった。

　フロントガラス越しに見える実乃梨の卑猥な顔と自分の獰猛な表情。

　それに、自身の指先が実乃梨のスカートを捲りあげている瞬間だった。

「どうします？」

「どうするも何も、訴えるまでだ。そもそも、実乃梨に用があったんだろう？　それが、俺にけしかけるように、妙なメール送ってきて、なんなんだ？」

「さあ」

　しれっと言う丹羽に、速水は腹が立つ。

　まるで挑発でもしているような態度に、速水は冷静になれと言い聞かせた。

　丹羽の職業をまずは聞き出す必要がある。

「お前は何をやっている？　職業を言ってもらおうか」

「ゆすり屋ですよ」

「……なんだ、それ」

「もともとカメラが好きで色々撮ってたんですけど、仕事クビになって。それで、元の学校のクラスの女子とか男子とかに時々声掛けて、ゆすりやってみないかってね」

「犯罪だ」

　速水は早々に丹羽を訴える手はずを整えることに決める。

　しかし、問題は実乃梨が傷つかないか心配だ。

　彼女の淡い恋がこんな形で終わるなんて、予想外だろう。

「実乃梨に連絡入れて、彼女の様子から探ったのか」

「そういうこと。でも、調べたら彼氏が社長だっていうから。どうしますか？　これ、売れそうなところに売りますけど」

　しれっと言う丹羽に、速水は毅然とした態度を見せた。

　背を伸ばし、見下すように言う。

「生憎、専門の弁護士がいる。君を訴えて、今後は裁判で争うことになるだろう」

「え……」

「これは脅しだ」

　速水はスマホを取り出して、すべてを録音していたことを見せた。

　丹羽が苦々しい表情を見せて、自分を恨むように睨んでくる。

　しかし、速水はすぐに立ち去ると早々に弁護士に電話をした。

　そして丹羽のことを訴える手はずを整え始め、彼が近寄らないように警察に通報もする。

（実乃梨。残念だったよな。辛いよな）





＊　＊　＊






「あの……。丹羽さん、結局なんだったんですか？」

　実乃梨は帰りの車の中でそっと速水に聞いた。

　一週間くらいひとりになるのを避けているが、丹羽らしい男は近くにいない。

　速水もそのことについて話すことはない。

「本当のこと言って、傷つかないか？」

「え……はい」

　嫌な予感がして、思わず拳を握る。

　自分への連絡が合っても会うこともなく消えたのだ。

　結局何がしたかったのか分からないのは、腑に落ちない。

　速水が知っているのなら、ちゃんと聞きたいのだ。

「丹羽と現在法廷で争っていて、俺が勝つのは目に見えている」

「法廷？　どういうことですか？」

「彼はまともな職業を就くことなく、他人の弱みを写真で撮り、ゆすり屋として生活している。クラスの人間にも声を掛けたそうだから、以前から親しく思わせぶりなことを言っていた、実乃梨に白羽の矢が立ったんだろう」

「え……」

　一瞬何がなんだから分からなくて、頭を抑えて必死に考えた。

　自分を唯一理解してくれた丹羽が、今度は他人を貶めている？

　しかもクラスの子に声を掛けてまで。

　そしてその標的が実乃梨たち。

「私たちの写真も撮られてたんですか？」

「そうだよ。俺を煽ってね」

「……や、やだ。もしかして、あの駐車場のとき？」

「そう。前日に丹羽から妙なメールが届いてね。実乃梨の処女を奪ったのは俺だと書いてあったから、ちょっとムキになった」

　実乃梨は思わず顔を覆った。

　法廷という場で自分たちのあられもない痴態が晒されているのだ。

　見知らぬ人が速水と自分のキス写真を見て、どう思うのだろうか。

（ううう。なんて恐ろしい）

　考えただけでも嫌で、涙が出そうになる。

　これからどうなるのか、横眼で速水を見つめた。

「すぐに決着が付くだろうから、実乃梨は気にせず仕事と、結婚について考えてくれると嬉しい」

「結婚……」

「そう。俺たちの未来を考えるほうが建設的だろう？」

　にこりと微笑まれて、頬を染めた。

（これ、プロポーズ……？）

　くすぐったい想いになりながらも受け入れていると、あの日のようにそのままキスまでなだれ込みそうで、思わず距離を取った。

「だれかに見られてたら大変ですっ」

「でも、もう誰もいない。丹羽だってね」

　すると、唇に温もりを感じた。

　抗いつつ受け入れてしまうと、舌先が割り入る。

「はぁはぁ……やぁ……」

「じゃあ、ホテルまで我慢できるか？」

　恥ずかしい想いを隠しつつ、首を振った。

　あの日、車の中で痴態を晒したことは恥ずかしさを覚えたと同時に初めて感じる快楽を知ってしまったのだ。それが途中で終わり、先が知りたくなっている。

　丹羽のような男が現れなかったから、速水は試すことはなかったろう。

　座席を倒され、丹羽が移動して覆いかぶさる。

　これで大丈夫だと言わんばかりに満足げな顔をするのだが、落ち着かない。

　そわそわ視線を彷徨わせていると、口付けられてしまう。

「んっふぁ」

　口内を蹂躙され、舐めまわされると涎に塗れてしまう。

「柔らかい感覚が体中に感じられていい」

「そ、そういう問題っ」

「これは副産物」

　嬉しそうにしながら口内を舐め回し、着ていた服を上に捲りあげた。

　ブラは着けたままでその上から刺激が与えられる。

　直接的な刺激ではないが、じわじわ触れるだけでも身体がひりひりするような感覚になって淫靡に喘いでしまう。

　先端を摘ままれて、思わず腰が跳ねると蜜がとろとろに溢れだした。

「ふあぁっ……ああっ……」

「もっと弄って欲しい？」

　焦れた感触にやきもきしていて、本来なら脱がして欲しい。

　でも、ここは車中だ。

　速水の陰で見えないからと言っても、完璧とは言えない。

　もじもじして答えに困っていると、先端を重点的に弄ばれる。

「やぁっあ……」

　腰を揺らめかせると、上目で速水に懇願してしまう。

「直接、触って……」

「もちろん」

　ブラをずらされると、すでに尖るそこに速水は口付けてきて吸い付いた。

　ちゅぱちゅぱと音を立てて舐めるので、車中が水音で満ちる。

　舌先で捏ねれれて、たまらなくなって口をぱくぱくさせながら空気を求めて喘ぐ。

「あっあっ！　なんだか……いつもより……感じてるっ」

「そうか？　外だからだ」

　ちゅうっと何度も吸い付かれて頭が蕩けてしまう。

　蜜は下着を汚すほど溢れていて、だらしなく足を広げるしかない。

　するとスカートが捲られて、下着を脱がされる。

　突然のことに、あまりに無謀な格好でいたことが恥ずかしくなって、慌てて足を閉じる。

「もっと広げて」

「恥ずかし……」

「車の中なんて覗かないだろ？」

「そうだけど……」

　指がするすると秘丘を撫でまわして蜜を絡め取った。

　すぐに指が汚れて、じわじわした快楽に委ねるように足を広げてしまう。

　茂みを掻き分けられて蜜玉を見つけられると、今度は丁寧に圧し潰される。

「あっあっんん！」

「ここ、感じやすいから。もうイキそうじゃないか？」

　速水の言うとおり、少し刺激を受けただけでも頭の中がとろとろに蕩けている。

　何度もぐにぐにと圧し潰されると、腰が跳ねて制御不能になってしまう。

　ぬちぬちと音を立てながら、今度は蜜壺に指が二本いきなり挿入された。

「はああぁ！」

「蜜で溢れて。感じまくってる？」

「そんな……つもり……ないの」

　淫猥に喘ぎつつ答えるが、速水を説得するどころか煽るようだ。

　ふたりの熱で車内は次第に曇ってきて、余計に卑猥さを外にアピールしている。

　今すぐにでもやめないといけないのだが、腹の奥がじんじんしてどうにかなりそうだ。

　指を抜き差しされて内壁を思いきり擦りあげられると、腰が勝手に震えてしまう。

「ふぁっ！　あっあっ！」

「ぐちょぐちょだ。たまにはこういうことしてもいいだろ？」

「だ、だめっ」

　言い訳しても、激しい水音ともにすぐに実乃梨の甲高い声に代わって説得力が失われる。

　たわわな胸が激しく揺れていると、鷲掴みにされて揉みしだかれた。

　息も出来ないほど追い詰められて、懇願するしかない。

「もうちょうだい。挿入（い）れてくれないと、変になりそうっ」

「いいよ。実乃梨の肌を長く外に露出するのもよくないからね？」

　速水はスラックスをくつろげて、男根を引き抜いた。

　そして蜜口にあてがうと、そっと腰を下ろして貫いてくる。

「あふっ……あっあっ……奥までっ」

「ナカ、凄いアツイ。絡んでくるし、今すぐ俺もイキたい」

　奥に熱を孕みながら、実乃梨はうっとりと速水を見つめた。

　こんなことになるなんて、誰が想像したろう。

　自分のようなタイプの人間が、どこでもかまわず求められるなんて――。

　そう思うと、腹の奥がきゅっと切なくなった。

「好きっすきっ。速水さんっ」

「俺もだ。実乃梨」

　抜き差しされると、車体が揺れる。

　ずんずんと最奥を突かれて、隘路がきゅっと締まると速水が切なく声があげて、実乃梨に口付けてきた。

　いつもより、速水も熱がこもっていて腹の奥がアツくてたまらない。

　子宮口を揺さぶるように突かれて、身が仰け反った。

「あっあっあああ！」

　その刹那、腹の中に白濁が飛散する。

「ううっ」

　速水の苦し気な声を聞いて、彼に余裕がなかったことが伺えた。

　腹の奥でどくどくと脈打つさまを感じながら、実乃梨は速水を抱きとめた。

　大腿を汚すほど溢れてしまい、車内は精の匂いでいっぱいになる。

　しかし、ふたりは思いきり抱き合って熱を確認した。

「好きです。速水さん」

「俺の名前、もう呼んでもいいだろう？」

「えっと、……尊」

「そう。実乃梨、愛してる。結婚しよう。ちゃんとプロポーズするから」

「嬉しい」

　車中で抱き合って、というのはムードの欠片もないかもしれないが、心地よさをもたらした。

　実乃梨の豊満な身体をどこでも好きなだけ愛してくれている証だ。

　速水なら、いつだって最高の場所でプロポーズ出来るだろうし、いくらでも言い直すことが出来る。

　うっとりしながら、はっとした。

「着替えないとっ。外から見えちゃうっ」

　はっとして現実に引き戻されると、速水は苦笑して実乃梨の額にキスを落とした。





＊　＊　＊






「今日付けで速水社長の秘書になります。〝速水実乃梨〟です」

　実乃梨はジト目で見つめつつ、速水がニコニコ笑顔でかわすので余計に腹が立った。

　あの熱烈な車中エッチが終わると、半年ほどで結婚式までの準備が慌ただしく過ぎ、社内でも正式に速水の婚約者として発表された。

　式が終わり三ヵ月が経ち、とても平和なはずだったが、突然の秘書課への異動に実乃梨も困惑した。

　新婚生活はまったく問題なく、敷地内に暮らす速水の両親とも上手くやっていると思う。

　問題は速水だ。

　結婚が決まると、あれこれ理由を付けて実乃梨を呼び出し仕事の話をして、一日何回も社内で顔を合わせている始末。

　そして最終的には社長秘書として勝手に実乃梨を抜擢したのだ。

（横暴だわ。私、秘書課の人から嫌われてるのに）

　スーツ選びだって楽じゃない。

　ベージュのスーツなど数着を買い直し、バッグもついでに新調した。

　やる気はあるのだが、社長付き秘書なので、正直なところ気が重い。

「速水は同じ苗字だし、まあ、俺の妻だから。実乃梨って呼ぶけど、構わないね？」

「社長！　社内で名前を呼ぶことは、いかがなものかと。家に帰ってからでもいいのでは……」

　恥ずかしそうに顔を逸らして言うと、速水はつかつかと前に来た。

　こんな風に女性として見ているのは、人生でひとりだけだろう。

　仕事中なのに、速水は熱っぽく自分を見つめていて、困ってしまった。

「今日のスケジュールの確認と、家に帰ってからのスケジュールの確認、よろしく」

「わかりました」

「それから」

「はい？」

　真剣な声音に思わず顔を上げた。

　速水は心配そうに自分を見つめてくる。

「体調が悪くなったら、俺に言うように。来週病院で検査だろ？」

「……は、はい」

「俺が傍にいるから」

　実乃梨は頬を染め上げてうつむいた。

　秘書課は居心地が悪いが、速水が傍にいてくれるのは心強い。

　自分の為にもお腹の中の子供の為にも。

　速水の決断に少々呆れつつも、感謝している。

　頬を染めていると、スケジュール帳を奪われた。

「実乃梨はそこに座って。俺が自分でやる」

「そんなまさかっ！　仕事出来ますっ」

「一分一秒を争うような社長じゃないんでね。大丈夫。座ってて」

　すとんとソファに座らされると、心地よさに満ちてくる。

　体調の悪い時もあり、安心感から眠気で瞼が落ちそうだ。

　幸せに満ちながら、ぼんやりした目で愛する人を見つめて言った。

「好き。尊」

「俺もだよ」

　社内だというのに何をやっているのだと恥ずかしさでいっぱいになりつつ、心は満ち足りて、自分の代わりに仕事まで奪ってしまう尊に感謝の気持ちでいっぱいになっていた。

　彼がいつの間にかソファの隣に座ると、自然と身を預けて体温を感じるかたちになる。

　このまま時間が永遠に過ぎればいいのに、そんな幸福で満ちていた。
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。











著者紹介






如月一花（きさらぎ・いっか）


埼玉県出身、在住。２０１１年頃からｗｅｂ小説を投稿。２０１６年電子書籍でデビュー。










©如月一花　　©南国ばなな　　発行／くるみ舎







item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		１



		２



		３



		４



		５



		６



		７



		８



		９



		１０



		１１













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/cover.jpg





item/image/kurumi.jpg
BB





